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本書について

このインス トールガイ ドでは、 Novell® eDirectory 8.7.3TM のインス トール方法について説
明します。 このガイ ドはネッ ト ワーク管理者向けに作成されたもので、 次のセクシ ョ ン
から構成されています。

1 章 5 ページの、 「Novell eDirectory の NetWare へのインス トールまたはアップグ
レード」

2 章 13 ページの、 「Novell eDirectory の Windows へのインス トールまたはアップグ
レード」

3 章 23 ページの、 「Novell eDirectory の Linux へのインス トールまたはアップグ
レード」

4 章 33 ページの、 「Novell eDirectory の Solaris へのインス トールまたはアップグ
レード」

5 章 43 ページの、 「Novell eDirectory の AIX へのインス トールまたはアップグ
レード」

6 章 53 ページの、 「Novell eDirectory の HP-UX へのインス トールまたはアップグ
レード」

7 章 63 ページの、 「Linux、 Solaris、 AIX、 または HP-UX システムでの Novell 
eDirectory の設定」

8 章 69 ページの、 「Novell eDirectory のアンインス トール」

73 ページの付録 A、 「Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX 用 Novell eDirectory パッ
ケージ」

77 ページの付録 B、 「OpenSLP for eDirectory の設定」

補足マニュアル

eDirectory の管理および運用についてのマニュアルは、『Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイド
(http://www.novell.com/documentation/japanese/edir873/index.html)』 を参照してく ださい。

マニュアルの更新

『Novell eDirectory 8.7.3 イ ンス ト ールガイ ド 』 の最新バージ ョ ンについては、 Novell
eDirectory 8.7.3 Documentation (http://www.novell.com/documentation/japanese/edir873/index.html)
Web サイ ト を参照してください。

マニュアルの表記規則

このマニュアルでは、 不等号 (>) を使用して、 操作手順の動作、 およびクロス リ ファレ
ンスパス内の項目を区切り ます。

「®」、 「TM」 などの商標記号は、 Novell の商標を示します。 アスタ リ スク (*) はサードパー
ティの商標を示します。
本書について 3
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シングルパス名に円記号 (¥) が使用されるプラ ッ ト フォームやスラ ッシュ (/) が使用され
るプラ ッ ト フォームがあ り ますが、 パス名は円記号で表記されています。 UNIX* など、
ス ラ ッシュを必要とするプラ ッ ト フォームでは、 ソフ ト ウ ェアの必要に応じてスラ ッ
シュを使用して ください。
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1 Novell eDirectory の NetWare へのインストール
またはアップグレード

NetWare®サーバにNovell® eDirectoryTM 8.7.3をインス トールまたはアップグレードするに
は、 次の情報を参照して ください。

5 ページの 「システム要件」

5 ページの 「前提条件」

6 ページの 「ハード ウェア要件」

7 ページの 「バッ ク リ ンク処理の強制実行」

7 ページの 「NetWare 用の eDirectory スキーマの更新」

9 ページの 「Novell eDirectory の NetWare へのインス トールまたはアップグレード」

システム要件

eDirectory 8.7.3 にアップグレードできるのは、 NetWare の次のバージ ョ ンからです。

NetWare 5.1 Support Pack 6 (http://support.novell.com/filefinder/9331/index.html) 以降

NetWare 6 Support Pack 3 (http://support.novell.com/filefinder/13659/index.html) 以降

NetWare 6.5

RCONSOLE を使用する場合は、 次のものを搭載した ConsoleOne® 管理者ワークス
テーシ ョ ンが必要です。

200MHz 以上のプロセッサ

最低 64MB の RAM (128MB 推奨 )

Novell ClientTM for Windows NT/2000/XP バージ ョ ン 4.9 または Novell Client for
Windows 95/98 バージ ョ ン 3.4

スキーマを拡張するための eDirectory ツ リーに対する管理権

ハードウェア要件についての詳細は、 6 ページの 「ハード ウェア要件」 を参照して くだ
さい。

前提条件

NetWareサーバおよびWindowsサーバが混在する eDirectoryツ リー内にインス トールす
る場合は、 各 NetWare サーバで次のいずれかが動作しているこ とが必要になり ます。

NetWare 4.2 Support Pack 9 以降または NDS® 6.21 以降

NDS 6.21 は Novell Support (http://support.novell.com/produpdate/patchlist.html#nds) Web
サイ トからダウンロードできます。 ファイル名は ds621.exe です。
Novell eDirectory の NetWare へのインストールまたはアップグレード 5
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NetWare 5.0 Support Pack 6a 以降 (http://support.novell.com/filefinder/5611/index.html)

NetWare 5.1 Support Pack 5 (http://support.novell.com/filefinder/9331/index.html) 以降

NetWare 6 Support Pack 2 (http://support.novell.com/filefinder/13659/index.html) 以降

NetWare 6.5

各 Windows サーバでは、 NDS eDirectory 8.0 以降が動作している必要があ り ます。

重要 : NDS 7.x を含むレプリカリング内に NetWare 6.5 をインストールする際に、エラーコード -609
「必須属性がありません」のメッセージとともにインストールに失敗する問題があります。この問題は

NDS 7.62b では解決されています。NDS 7.62b は NetWare 5.1 上でのみテストされています。NetWare
5.0 は製造が中止された製品です。このため、NetWare 5.0 での NDS 7.62b の使用に関する完全なテス

トは行われていません (Novell Products - Support Life Cycle (http://support.novell.com/lifecycle) を参照

してください )。NetWare 5.0 での NDS 7.62b の使用に関するテストはアップグレードを目的とした場

合のみに限定して行われています。NDS 7.62b の NetWare 5.0 上での実行については、NetWare 6.5 へ

アップグレードする場合のみに限定してサポートされます。NetWare 5.0 オペレーティングシステムに

特定して、アップグレードする場合以外に問題が発生した場合は、問題解決のためには NetWare 5.0 か

ら NetWare 5.1 へのアップグレードが必要となります。

既存のツ リーに eDirectory 8.7.3 をインス トールする前に、ツ リー内の各サーバに NICI
2.4.2 以降をインス トールする必要があ り ます。 このバージ ョ ンの NICI は最新の
NetWare Support Pack には含まれていないため、 Support Pack のインス トール完了後に
ダウンロード して適用する必要があり ます。最新バージ ョ ンのNICI (Novell International
Cryptographic Infrastructure) は、Novell Product Downloads (http://download.novell.com) から
ダウンロードできます。

ハードウェア要件

ハードウェア要件は、 eDirectory の実装条件によって異な り ます。

たとえば、標準スキーマを使用する基本的な eDirectory のインス トールでは、50,000 ユー
ザごとに約 74MB の空きディ スク容量が必要です。 ただし、新しい属性のセッ ト を追加
した り、 既存の属性をすべて使用する と、 オブジェク トのサイズは拡大します。 それに
対応して、 必要な空きディ スク容量、 プロセッサ、 およびメモ リが変わり ます。

キャ ッシュ メモ リの量およびプロセッサの速度の 2 つの要素が、パフォーマンスの向上
に関係します。

最適な結果を得るためには、できるだけ多くの DIB セッ ト をキャ ッシュに入れるよ うに
します。

eDirectory はシングルプロセッサ上で良好に動作します。 ただし、 Novell eDirectory 8.7
では、 マルチプロセッサの利点を活用できます。 プロセッサを追加する と、 ログイン時
のパフォーマンスが向上するほかに、複数のプロセッサ上で複数のスレッ ドをアクティ
ブにできるなどの利点があ り ます。 eDirectory 自体は、 プロセッサ集約型ではなく、 入
出力集約型です。

次の表に、 eDirectory for NetWare の一般的なシステム要件を示します。

オブジェクト プロセッサ メモリ ハードディスク

100,000 Pentium* III 450～700MHz (シングルプロセッサ) 384MB 144MB

100 万 Pentium III 450～700MHz (デュアルプロセッサ ) 2GB 1.5GB

1,000 万 Pentium III 450～ 700MHz (プロセッサ 2～ 4台 ) 2GB 以上 15GB
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必要なプロセッサは、 コンピュータで利用できる追加サービス、 およびコンピュータが
処理している認証と読み書きの数に応じて、表に示されている値よ り も増える場合があ
り ます。 暗号化や索引付けなどの処理では、 プロセッサが集中して使用されるこ とがあ
り ます。 

高速なプロセッサではパフォーマンスが向上します。 また、 メモ リ の追加によってパ
フォーマンスを上げるこ と もできます。 メモ リが増えれば、 その分、 ディ レク ト リのよ
り多くの部分をキャ ッシュに入れるこ とができるためです。

バックリンク処理の強制実行

Novell eDirectory にアップグレードする と内部 eDirectory 識別情報が変わるため、 オブ
ジェク トの整合性を保つために、バッ ク リ ンク されたオブジェ ク ト を更新するバッ ク リ
ンク処理を行う必要があ り ます。

バッ ク リ ンクでは、 他のサーバ上のオブジェク トへの外部参照が追跡されます。 バッ ク
リ ンク処理は、 サーバ上の各外部参照について、 実オブジェク トが正しい位置に存在す
る こ と を確認するほか、 マスタレプ リ カのすべてのバッ ク リ ン ク属性を確認します。
バッ ク リ ンク処理はローカルデータベースがオープンされた 2 時間後に実行され、その
後 780 分 (13 時間 ) ごとに実行されます。 実行間隔には、 2 分から 10,080 分 (7 日 ) まで
の任意の値を設定できます。

eDirectory に移行後、 サーバコンソールから次のコマンドを発行して、 強制的にバッ ク
リ ンクを実行するこ とをお勧めします。 バッ ク リ ンク処理の実行は、 レプ リ カが存在し
ないサーバ上では特に重要です。

1 サーバコンソールで、 「set dstrace=on」 と入力します。

2 「set dstrace=+blink」 と入力します。

3 「set dstrace=*b」 と入力します。

4 処理が完了したら、 「set dstrace=off」 と入力します。

NetWare 用の eDirectory スキーマの更新

NetWare サーバを eDirectory 8.7.3 にアップグレードする際に、eDirectory スキーマの更新
が必要となる場合があ り ます。 その場合は、 ルートパーティシ ョ ンのマスタレプ リ カを
保持するサーバ上で DSRepair を実行します。

重要: ルートパーティションのマスタレプリカがWindowsサーバ上に存在する場合は、15 ページの「Windows
用の eDirectory スキーマの更新」の指示に従ってください。

次に示す条件のいずれかまたは両方に該当する場合は、ツ リー内に最初のeDirectoryサー
バをインス トールする前に dsrepair.nlm を実行する必要があ り ます。

eDirectory ツ リー内の NetWare 5 サーバのいずれかが eDirectory 8 を実行している。 

最初に eDirectory をインス トールしたのが NetWare 5.1 以降のサーバで、 それが
eDirectory 8.7.3 ルートパーティシ ョ ンの書き込み可能レプ リ カを保持していない。

スキーマを更新するには、 次を実行します。

1 製品CDまたはダウンロード して展開したファ イルに含まれている適切な dsrepair.nlm
ファ イ ルを、 ツ リ ーパーティ ショ ンのマス タ レプリ カを保持し ている サーバの
sys:\system ディ レク ト リ にコピーします。
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    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
2 ルートパーティシ ョ ンのマスタレプ リ カのサーバコンソールでdsrepair.nlmをロード
します。

3 ［カスタムオプシ ョ ン］ メニュー> ［グローバルスキーマの操作］ の順に選択します。

4 管理者のログイン名 (Admin.VMP など ) およびパスワードを入力します。

5 ［Post NetWare 5 スキーマの更新］ > ［はい］ の順に選択します。

dsreapir.nlmによ り スキーマが更新され、結果が dsrepair.log ファ イルに記録されます。

オブジェク ト ク ラスの追加に関連するエラーは無視します。dsrepair.nlmの処理では、
［Post NetWare 5 スキーマの更新］ の変更が、 各オブジェク トに適用されます。

6 適切なパッチバージ ョ ンの dsrepair.nlm を、eDirectory ツ リー内の各NetWareサーバに
コピーします。

ステップ 1 の表を参照して ください。正しいバージ ョ ンを各サーバにコピーする と、
後で dsrepair.nlm が実行される と きに、 eDirectory に必要なスキーマが正し く維持さ
れます。

バージ ョ ンの古い dsrepair.nlm を使用して ［オペレーシ ョナルスキーマの再構築］ を
選択する と、［Post NetWare 5 スキーマの更新］ によるスキーマの拡張は失われます。
スキーマの拡張が失われる問題を解決するには、次の表に従って dsrepair.nlm を実行
します。

これで、 ツ リーのルートからスキーマが再同期されます。

7 eDirectory をサーバにインス トールする前に、 dsrepair.nlm を終了して ください。

dsrepair.nlm がロード されている と、 サーバが再起動できない場合があ り ます。

NetWare のバージョン NDS のバージョン コピーするファイル

4.11 または 4.2 6.17 以降 patches\dsrepair\nw4x\
dsrepair.nlm

5.0 以降 NDS 7、バージョン 7.47 以降 patches\dsrepair\nw5x\
dsrepair.nlm 

5.0 以降 8.11 または 8.17 ( サポートされていません )

5.0 以降 NDS eDirectory 8、バージョン 8.51 以降

重要 : Novell eDirectory 8.6、バージョン

103xx.xx、または Novell eDirectory 8.7、バー

ジョン 104xx.xx では、このバージョンの

DSRepair を実行する必要はありません。

patches\dsrepair\nwnds8\
dsrepair.nlm

dsrepair.nlm を実行する場所 実行後

ルートパーティションの書き込み可能
レプリカを保持するサーバ

eDirectory ツリーに、［Post NetWare 5 スキーマの更新］

を再適用します。

その他のサーバ ［カスタムオプション］>［グローバルスキーマの操作］

>［ツリーからスキーマを要求］の順に選択します。
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プラットフォームが混在するツリーのスキーマ拡張

NetWare では、 インス トールの時点でネイティブの HTTP スタ ッ クのスキーマは拡張さ
れません。 ただし、 Windows NT および UNIX プラ ッ ト フォームでは、 httpstk.sch を使用
する と インス トール実行中にスキーマ拡張が完了します。

ツ リーに NetWare サーバおよびその他のプラッ ト フォームが含まれる場合は、
\nt\I386\NDSonNT\ndsnt\nds\httpstk.sch ファイルを使用して、 NetWare サーバ上で NWConfig
を実行してスキーマを拡張します。

1 サーバコンソールで、 nwconfig.nlm をロード します。

2 ［ディ レク ト リオプシ ョ ン］ > ［スキーマの拡張］ の順に選択します。

3 管理者のログイン名とパスワードを入力します。

4 <F3>(RCONSOLEを使用している場合は<F4>)キーを押し、CDまたはWebサイ トから
ダウンロード した \nt\I386\NDSonNT\ndsnt\nds\httpstk.sch ファ イルへのパスを指定し
ます。

5 <Enter> キーを押します。

Novell eDirectory の NetWare へのインストールまたはアップグレード

このセクシ ョ ンでは、 次の情報について説明します。

9 ページの 「Novell eDirectory 8.7.3 の NetWare へのインス トールまたはアップグ
レード」

10 ページの 「NMAS サーバソフ ト ウェアのインス トール」

10 ページの 「NMAS ク ラ イアン ト ソフ ト ウェアのインス トール」

11 ページの 「コンテナ名にド ッ ト を使用したツ リーへのインス トール」

Novell eDirectory 8.7.3 の NetWare へのインストールまたはアップグレード

1 サーバコンソールで、 「nwconfig.nlm」 と入力します。

2 ［プロダク トオプシ ョ ン］ > ［ リ ス トにはないプロダク トのインス トール］ の順に選
択します。

3 <F3>(RCONSOLEを使用している場合は<F4>)キーを押し、インス トールで使用され
る nds8.ips ファ イルが格納されている NW ディ レク ト リへのパスを指定します。 

Webサイ ト から eDirectoryをダウンロード した場合は、ダウンロード したファ イル
から抽出した WNディ レク ト リ へのパス (sys:\edir\nwなど )を入力してく ださい。

CD からインス トールする場合は、 CD をボ リ ュームと してマウン ト し、
volume_name:NW (edir_871:NW など ) のよ うに入力して ください。

CD をボリ ュ ームと し てマウ ント する 方法の詳細については、 『Novell Storage
Services Administration Guide(Novell ス ト レージサービス管理ガイ ド )』の「CD-ROMs
as Logical Volumes (http://www.novell.com/documentation/japanese/nw6p/nss_enu/data/
htxx7fd6.html)」 を参照して ください。

4 画面に表示される使用許諾契約、Readmeファ イル、およびヒ ン トの指示に従います。 

5 管理者のログイン名 (Admin.VMP など ) およびパスワードを入力します。

重要 : 情報を入力する前にこのウィンドウが閉じてしまう場合があります。その場合は、<Alt> + <Esc>
を押し、画面を切り替えて情報を入力します。情報を入力しないと、インストールは完了しません。
Novell eDirectory の NetWare へのインストールまたはアップグレード 9
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6 LDAP 環境設定画面で、使用する LDAP ポート を指定し、［次へ］ をク リ ッ ク します。

詳細については、 18 ページの 「LDAP を介した eDirectory との通信」 を参照して く
ださい。

7 インス トールする NMASTM ログイン メ ソ ッ ドを選択し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

詳細については、 10 ページの 「NMAS サーバソフ ト ウェアのインス トール」 およ
び 10 ページの 「NMAS ク ラ イアン ト ソフ ト ウェアのインス トール」 を参照してく
ださ い。

8 インス トールで使用する言語を選択し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

9 インス トールする ConsoleOne コンポーネン ト を選択し、［次へ］ をク リ ッ ク します。

10 ［完了］ をク リ ッ ク して、 eDirectory のインス トールを開始します。 

ConsoleOne 1.3.6 は、 eDirectory インス トールの一部と してインス トールされます。

11 インス トールを完了するには、 プロンプ トが表示されたらすべてのディ スクまたは
CD を取り出し、 ［はい］ をク リ ッ ク してサーバを再起動します。

NMAS サーバソフトウェアのインストール

NMAS (Novell Modular Authentication ServiceTM) サーバコンポーネン トは、 eDirectory イン
ス トールプログラムを実行する と自動的にインス トールされます。 その際、 インス トー
ルするログイン メ ソ ッ ドを選択する必要があ り ます。

該当するチェッ ク ボッ ク スをオンにして、eDirectory にインスト ールするログインメ ソ ッ
ド を選択します。ログインメ ソ ッ ド を選択すると 、コンポーネント の説明が［ 説明］ ボッ
ク スに表示されます。ログインメ ソ ッ ド の詳細については、『 Novell Modular Authentication
Service Administration Guide(Novell Modular Authentication Service 管理ガイド )』の「 Managing
Login and Post-Login Methods and Sequences (http://www.novell.com/documentation/japanese/
nmas22/admin/data/a53vj9a.html)」 を参照してく ださい。

すべてのログイン メ ソ ッ ドを eDirectory にインス トールする場合は、［すべて選択］ をク
リ ッ ク します。 選択したメ ソ ッ ドをすべてク リ アするには、 ［すべてク リ ア］ を ク リ ッ
ク します。

NDS ログイン メ ソ ッ ドはデフォルトでインス トールされます。

NMAS クライアントソフトウェアのインストール

NMAS ク ラ イアン ト ソフ ト ウェアは、NMAS ログイン メ ソ ッ ドを使用する各ク ライアン
ト ワークステーシ ョ ンにインス トールされている必要があ り ます。

1 Windowsク ライアン ト ワークステーシ ョ ンで、Novell eDirectory 8.7.3 CDを挿入します。

2 NMAS ディ レク ト リから nmasinstall.exe を実行します。

3 ［NMAS ク ラ イアン ト コンポーネン ト ］ チェッ クボッ クスをオンにします。 

オプシ ョ ンで、NICI コンポーネン ト をインス トールする場合はチェッ クボッ クスを
オンにします。

4 ［OK］ をク リ ッ ク して、 画面の指示に従います。

5 インス トールの完了後、 ク ラ イアン ト ワークステーシ ョ ンを再起動します。
10   Novell eDirectory 8.7.3 インストールガイド
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コンテナ名にドットを使用したツリーへのインストール

NetWare サーバは、名前にド ッ ト (.) が含まれるコンテナ (O=novell.com または C=u.s.a な
ど ) を保持している eDirectory ツ リーにインス トールできます。 名前にド ッ トが含まれ
ているコンテナを使用するには、ド ッ ト を円記号 (¥) でエスケープする必要があ り ます。
ド ッ ト をエスケープするには、 コンテナ名に含まれるすべてのド ッ トの前に円記号を挿
入します。 次に例を示します。

O=novell\.com

名前の最初にド ッ ト を使用するこ とはできません。 たとえば、 ド ッ ト ( 「.」 ) から始ま
る “.novell” とい う名前のコンテナを作成するこ とはできません。

重要 : ツリー内に名前にドットが含まれるコンテナが存在する場合は、iMonitor、iManager および DHost
iConsole などのユーティリティにログインするときには、それらの名前を必ずエスケープしてください。た

とえば、ツリー内に “novell.com” という名前の組織が存在する場合、iMonitor にログインするときは［ユーザ
名］フィールドに「username.novell\.com」のように入力します ( 図 1 を参照してください )。

図 1 iMonitor ログイン画面
Novell eDirectory の NetWare へのインストールまたはアップグレード 11
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2 Novell eDirectory の Windows へのインストール
またはアップグレード

Windows* NT*、Windows 2000 または Windows Server 2003 に Novell® eDirectoryTM 8.7.3 を
インス トールまたはアップグレードするには、 次の情報に従います。

13 ページの 「システム要件」

14 ページの 「前提条件」

14 ページの 「ハード ウェア要件」

15 ページの 「バッ ク リ ンク処理の強制実行」

15 ページの 「Windows 用の eDirectory スキーマの更新」

16 ページの 「Novell eDirectory の Windows へのインス トール」

重要 : Novell eDirectory 8.7.3 では、Novell ClientTM を含めずに eDirectory for Windows をインストールできま

す。すでに Novell Client を含んだコンピュータに eDirectory 8.7.3 をインストールすると、eDirectory では既
存のクライアントが使用されます。詳細については、16 ページの「Windows NT、2000、または Server 2003
への Novell eDirectory 8.7.3 のインストールまたは更新」を参照してください。

システム要件

次のいずれかが必要です。

Windows NT Server 4.0 Service Pack 6 以降

Windows 2000 Server Service Pack 4 以降

Windows Server 2003

重要 : Windows XP は Novell eDirectory 8.7.3 のプラットフォームとしてサポートされていません。

IP アドレスの割り当て

最低64MB RAM (推奨128MB)装備のPentium 200 CPU、およびカラーパレッ ト を16色
以上に設定したモニタ

( オプシ ョ ン )次のいずれかが動作している 1 つまたは複数のワークステーシ ョ ンが
必要です。

Novell Client for Windows 95/98 バージ ョ ン 3.4

Novell Client for Windows NT/2000/XP バージ ョ ン 4.9

Windows サーバに対する管理権、 および eDirectory ツ リー内でド メ インユーザオブ
ジェク ト を格納する全コンテナに対する管理権。 既存のツ リー内にインス トールす
る場合は、 スキーマを拡張しオブジェク ト を作成するために、 そのツ リーオブジェ
ク トに対する管理権が必要です。
Novell eDirectory の Windows へのインストールまたはアップグレード 13
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前提条件

FAT ファ イルシステムの場合、NTFS に比べて ト ランザクシ ョ ン処理の安全性が低い
ため、 eDirectory は NTFS パーティシ ョ ンにのみインス トールできます。 FAT ファ イ
ルシステムしかない場合は、 次のいずれかを実行します。 

新しいパーティシ ョ ンを作成し、 NTFS と してフォーマッ トする。

この作業には、 Windows の「 ディ スクの管理」 を使用します。 詳細については、
『 Windows NT Server User Guide(Windows NT Server ユーザガイ ド )』 を参照してく
ださい。

CONVERTコマンドを使用して、既存のFATファイルシステムをNTFSに変換する。

サーバに FAT ファ イルシステムしか存在しないと きに上記の措置をと らなかった場
合は、 インス トールプログラムによって NTFS パーティシ ョ ンを作成するよ う指示
されます。

eDirectory 8.7.3にアップグレード する場合は、ツリ ー内にある eDirectory 8.7.3以外のすべ
てのサーバに最新の NDS および eDirectory パッチがインスト ールされていること を確
認してく ださい。NDS および eDirectory パッチは Novell Support (http://support.novell.com)
Web サイト からダウンロード できます。

Windows NT、2000、または 2003 Server に最新の Service Pack がインス トールされてい
るこ とを確認します。 最新の Windows Service Pack は、 Windows SNMP サービスの
インス トール後にインス トールする必要があ り ます。

NetWareサーバおよびWindowsサーバが混在する eDirectoryツ リー内にインス トールす
る場合は、 各 NetWare サーバで次のいずれかが動作しているこ とが必要になり ます。

NetWare 4.2 Support Pack 9 以降または NDS® 6.21 以降

NDS 6.21 は Novell Support (http://support.novell.com/produpdate/patchlist.html#nds) 
Web サイ ト からダウンロード できます。 ファ イル名は ds621.exe です。

NetWare 5.0 Support Pack 6a 以降 (http://support.novell.com/filefinder/5611/index.html)

NetWare 5.1 Support Pack 5 (http://support.novell.com/filefinder/9331/index.html) 以降

NetWare 6 Support Pack 2 (http://support.novell.com/filefinder/13659/index.html) 以降

NetWare 6.5

各 Windows サーバでは、 NDS eDirectory 8.0 以降が動作している必要があ り ます。

以前のバージ ョ ンの eDirectory からアップグレードする場合は、eDirectory 8.35 以降
である必要があ り ます。

ハードウェア要件

ハードウェア要件は、 eDirectory の実装条件によって異な り ます。

たとえば、標準スキーマを使用する基本的な eDirectory のインス トールでは、50,000 ユー
ザごとに約 74MB の空きディ スク容量が必要です。 ただし、新しい属性のセッ ト を追加
した り、 既存の属性をすべて使用する と、 オブジェク トのサイズは拡大します。 それに
対応して、 必要な空きディ スク容量、 プロセッサ、 およびメモ リが変わり ます。

キャ ッシュ メモ リの量およびプロセッサの速度の 2 つの要素が、パフォーマンスの向上
に関係します。

最適な結果を得るためには、できるだけ多くの DIB セッ ト をキャ ッシュに入れるよ うに
します。 
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http://support.novell.com
http://support.novell.com/produpdate/patchlist.html#nds
http://support.novell.com/filefinder/5611/index.html
http://support.novell.com/filefinder/9331/index.html
http://support.novell.com/filefinder/13659/index.html


    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
eDirectory はシングルプロセッ サ上で良好に動作します。 ただし、 Novell eDirectory 8.7.3
では、 マルチプロセッ サの利点を活用できます。 プロセッ サを追加すると 、 ログイン時
のパフォーマンスが向上するほかに、 複数のプロセッ サ上で複数のスレッ ド をアク ティ
ブにできるなどの利点があり ます。 eDirectory 自体は、 プロセッ サ集約型ではなく 、 入出
力集約型です。

次の表に、 Novell eDirectory for Windows NT/Windows 2000 の一般的なシステム要件を示
します。

必要なプロセッサは、 コンピュータで利用できる追加サービス、 およびコンピュータが
処理している認証と読み書きの数に応じて、表に示されている値よ り も増える場合があ
り ます。 暗号化や索引付けなどの処理では、 プロセッサが集中して使用されるこ とがあ
り ます。 

バックリンク処理の強制実行

eDirectory にアップグレードする と内部 eDirectory 識別情報が変わるため、オブジェク ト
の整合性を保つために、バッ ク リ ンク されたオブジェ ク ト を更新するバッ ク リ ンク処理
を行う必要があ り ます。

バッ ク リ ンクでは、 他のサーバ上のオブジェク トへの外部参照が追跡されます。 バッ ク
リ ンク処理は、 サーバ上の各外部参照について、 実オブジェク トが正しい位置に存在す
る こ と を確認するほか、 マスタレプ リ カのすべてのバッ ク リ ン ク属性を確認します。
バッ ク リ ンク処理はローカルデータベースがオープンされた 2 時間後に実行され、その
後 780 分 (13 時間 ) ごとに実行されます。 実行間隔には、 2 分から 10,080 分 (7 日 ) まで
の任意の値を設定できます。

eDirectory に移行後、 サーバコンソールから次のコマンドを発行して、 強制的にバッ ク
リ ンクを実行するこ とをお勧めします。 バッ ク リ ンク処理の実行は、 レプ リ カが存在し
ないサーバ上では特に重要です。

1 サーバのコマンドプロンプ トで、 「set dstrace=on」 と入力します。

2 「set dstrace=+blink」 と入力します。

3 「set dstrace=*b」 と入力します。

4 処理が完了したら、 「set dstrace=off」 と入力します。

Windows 用の eDirectory スキーマの更新

eDirectory 8.7.3 を既存のツ リーにインス トールする際に、eDirectory スキーマの更新が必
要となる場合があ り ます。 その場合は、 ルートパーティシ ョ ンのマスタレプ リ カを保持
するサーバ上で DSRepair を実行します。 
重要 : ルートパーティションのマスタレプリカが NetWare サーバ上に存在する場合は、7 ページの「NetWare
用の eDirectory スキーマの更新」の指示に従ってください。

オブジェクト プロセッサ メモリ ハードディスク

10,000 Pentium III 450～700MHz (シングルプロセッサ) 384MB 144MB

100 万 Pentium III 450～700MHz (デュアルプロセッサ) 2GB 1.5GB

1,000 万 Pentium III 450～700MHz (プロセッサ2～4台 ) 2GB 以上 15GB
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eDirectory のインス トールプログラムによって、 既存のスキーマのバージ ョ ンがチェ ッ
ク されます。 スキーマがアップグレード されていない場合、 インス トールプログラムは
DSRepair の実行を指示する メ ッセージを表示してインス トールを中止します。

1 製品CDに含まれている patches\dsrepair\ntnds8\dsrepair.dll ファ イルを、eDirectoryがイ
ンス トールされているディ レク ト リ (c ： \novell\nds など ) にコピーします。

このファ イルは、 バージ ョ ン 8.35 です。

2 ［スタート ］ > ［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［Novell eDirectory Services］ の順
にク リ ッ ク します。 

3 サービスの一覧から dsrepair.dlm を選択します。

4 ［起動パラ メータ］ フ ィールドに 「-ins」 と入力して、 ［開始］ をク リ ッ ク します。

スキーマが更新される と、 dsrepair.dlm サービスの横にある ［ステータス］ フ ィール
ドが空白になり ます。

5 スキーマの更新結果を表示するには、dsrepair.dlmを選択し、［ 開始］をク リ ッ ク します。

6 ［ファ イル］ > ［ログファ イルを開く］ > ［開く ］ の順にク リ ッ ク します。 

ログファ イルの最後のエン ト リに、 スキーマの更新結果が表示されます。

Novell eDirectory の Windows へのインストール

このセクシ ョ ンでは、 次の情報について説明します。

16 ページの 「Windows NT、 2000、 または Server 2003 への Novell eDirectory 8.7.3 の
インス トールまたは更新」

18 ページの 「LDAP を介した eDirectory との通信」

21 ページの 「NMAS サーバソフ ト ウェアのインス トール」

21 ページの 「NMAS ク ラ イアン ト ソフ ト ウェアのインス トール」

21 ページの 「コンテナ名にド ッ ト を使用したツ リーへのインス トール」

Windows NT、2000、または Server 2003 への Novell eDirectory 8.7.3 のインストール
または更新

eDirectory 8.7.3 for Windows では、 Novell Client を含めずにインス トールできます。 すで
にNovell Clientを含んだコンピュータにeDirectory 8.7.3をインス トールする と、eDirectory
で既存のク ライアン トが使用されるか、 最新バージ ョ ンでない場合は更新されます。

1 Windows サーバで、 管理者または管理権を持つユーザと してログインします。

2 ツ リー名を解決するには、 ネッ ト ワーク上で SLP が正し く設定されているこ と、お
よび SLP DA が安定しているこ とを確認してください。

詳細については、 次のいずれかを参照して ください。

77 ページの付録 B、 「OpenSLP for eDirectory の設定」

DHCP Options for Service Location Protocol (http://www.openslp.org/doc/rfc/rfc2610.txt)

OpenSLP Documentation (http://www.openslp.org/#Documentation)

3 オート ランをオフにしている場合は、Novell eDirectory 8.7.3 CD またはダウンロード
ファ イルにある NT ディ レク ト リから setup.exe を実行します。
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4 インス トールまたはアップグレードするコンポーネン ト を選択します。

次のコンポーネン ト を、 個別または複数をま とめてインス トールできます。

Novell eDirectory のインス トール

Windows サーバのみ、 または異なるサーバが混在する環境で eDirectory をイン
ス トールまたはアップグレード します。 

Novell Client のインス トール

Novell Client for Windows をインス トールするか、 既存のバージ ョ ンの Novell
Client を更新します。

5 ［インス トール］ をク リ ッ ク します。

eDirectory をインス トールする前に、 インス トールプログラムによって次のコンポー
ネン トがチェッ ク されます。 コンポーネン トが検出されなかったり、バージ ョ ンが正
し くない場合は、 該当するコンポーネン トのインス トールが自動的に開始されます。

Novell eDirectory ラ イセンス

評価用ライセンスはNovell eDirectory Eval License Download (http://www.novell.com/
products/edirectory/licenses/eval_87.html) Web サイ ト で取得できます。

eDirectory ライセンスを購入する場合は、 Novell eDirectory How To Buy (http://
www.novell.com/products/edirectory/howtobuy.html) Web サイ ト を参照してください。

NICI 2.6.4

Novell International Cryptographic Infrastructure (NICI) の詳細については、 『NICI
Administration Guide(NICI 管理ガイ ド ) (http://www.novell.com/documentation/japanese/
nici20/index.html)』 を参照してください。

NICI のインス トール後にサーバの再起動が必要になる場合があり ます。eDirectory
のインス トールは再起動後に再開されます。

Novell Client for Widows NT/2000/XP。 
重要 : Novell Client は、ConsoleOne をインストールするか、Novell Client の古いバージョンがす

でにコンピュータにインストールされている場合は自動的にインストールされます。Novell Client
の詳細については、Novell Client for Windows (http://www.novell.com/documentation/japanese/
noclienu/index.html) のオンラインマニュアルを参照してください。

6 ［次へ］ をク リ ッ ク して、 eDirectory のインス トールを開始します。

7 使用許諾契約を表示し、 ［同意する］ をク リ ッ ク します。

8 インス トールで使用する言語を選択し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

9 インス トールパスを指定または確認し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

10 ( 新規インス トールの場合のみ )eDirectory インス トールタイプを選択し、［次へ］をク
リ ッ ク します。

既存のツ リーへのeDirectoryのインス トール このサーバを eDirectoryネッ ト ワー
クに組み入れます。サーバはツ リーのどのレベルにでもインス トールできます。

新しいeDirectoryツ リーの作成 新しいツ リーを作成します。ツ リーに最初のサー
バをインス トールする場合、 またはこのサーバに個別のツ リーが必要となる場
合は、 このオプシ ョ ンを使用します。 新しいツ リー上で使用可能となる リ ソー
スは、 別のツ リーにログインしているユーザからは使用できません。
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11 eDirectory のインス トール画面で必要な情報を入力し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

新しい eDirectory サーバをインス トールする場合は、 新しいツ リーのツ リー名、
サーバオブジェク トのコンテキス ト、 および管理者のログイン名とパスワード
を指定します。

eDirectory サーバを既存のツ リーにインス トールする場合は、既存のツ リーのツ
リー名、 サーバオブジェク ト のコンテキス ト、 および管理者のログイン名とパ
スワードを指定します。

eDirectory サーバをアップグレード する場合は、管理者のパスワード を指定します。

コンテナ名にド ッ ト を使用する場合の詳細については、 21 ページの 「コンテナ名に
ド ッ ト を使用したツ リーへのインス トール」 を参照して ください。

12 ( 新規インス トールの場合のみ )［HTTP サーバポートの設定］ページで、eDirectory の
管理用 HTTP サーバで使用するポート を指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

重要 : eDirectory インストールの実行中に設定する HTTP スタックポートには、Novell iManager で使用

している、または使用を予定している HTTP スタックポートとは別のポートを指定してください。詳細

については、『Novell iManager 2.0.x Administration Guide(Novell iManager 2.0.x 管理ガイド ) (http://
www.novell.com/documentation/japanese/imanager20/index.html)』を参照してください。

13 ( 新規インス トールの場合のみ )［LDAP 環境設定］ページで、使用する LDAP ポート
を指定し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

詳細については、 18 ページの 「LDAP を介した eDirectory との通信」 を参照して く
ださい。

14 インス トールする NMASTM ログイン メ ソ ッ ドを選択し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

詳細については、 21 ページの 「NMAS サーバソフ ト ウェアのインス トール」 およ
び 21 ページの 「NMAS ク ラ イアン ト ソフ ト ウェアのインス トール」 を参照してく
ださ い。

15 ［完了］ をク リ ッ ク して、 eDirectory のインス トールを完了します。

LDAP を介した eDirectory との通信

eDirectory をインス トールする場合、 LDAP サーバが監視するポート を選択して、 LDAP
要求を処理できるよ うにする必要があ り ます。 次の表では、 さまざまなインス トールオ
プシ ョ ンを示します。

ポート 389( 業界標準の LDAP クリアテキストポート )

ポート 389 を通じた接続は暗号化されません。 このポートへの接続を通して送信される
すべてのデータはク リ アテキス トです。 このため、 セキュ リテ ィの問題が伴います。 た
とえば、 単純バインド要求で LDAP パスワードが見られる可能性があ り ます。

LDAP 単純バインドでは、 DN およびパスワードのみが要求されます。 パスワードはク
リ アテキス ト形式です。 ポート 389 を使用する場合、 すべてのパケッ トはク リ アテキス
ト形式です。 デフォル トでは、 eDirectory インス トールの実行中にこのオプシ ョ ンは使
用できません。 

インストール オプション 結果

eDirectory 8.7.3 クリアテキスト ( ポート 389) ポート 389 を選択します。

eDirectory 8.7.3 暗号化 ( ポート 636) ポート 636 を選択します。

eDirectory 8.7.3 単純バインドに TLS が必要 インストール中に問い合わせするパラメータを
(LDAPグループオブジェクト上に )保存します。
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ポート 389 ではク リ アテキス トが使用できるため、 LDAP サーバサービスではこのポー
ト を通じて eDirectory への読み込みおよび書き込みを処理します。 このポートの使用は
開放性が高く、 通信に妨害を受けるこ とがな く、 パケッ トが不正受信されない信頼性の
高い環境に適しています。

ク リアテキス トパスワードおよびその他のデータの使用を禁止するには、インス トールの
実行中に ［パスワード との単純バインドに TLS を必要とする］ オプシ ョ ンを選択します。

次の図に示すよ うに、 このページでは、 389、 636、 および ［パスワード との単純バイン
ドに TLS を必要とする］ オプシ ョ ンがデフォル トで表示されます。

図 2 LDAP 環境設定画面のデフォルト

シナリオ : ［単純バインドに TLS を必要とする］ オプシ ョ ンが有効の場合 : ユーザはパ
スワードを要求するク ライアン ト を使用しています。 パスワードを入力する と、 ク ラ イ
アン トがサーバに接続されます。 ただし、 LDAP サーバではク リ アテキス ト ポートから
サーバにバインドする接続は許可されていません。誰でもユーザのパスワードを見るこ
とができますが、 ユーザはバインド接続できません。 

［単純バインドに TLS を必要とする］ オプシ ョ ンを有効にする と、 ユーザは閲覧可能な
パスワードを送信できな くな り ます。 この設定を無効にしている ( チェッ クボッ クスが
オフになっている ) 場合、 ユーザは別の人がパスワードを閲覧しても気が付きません。
このオプシ ョ ンは接続を許可しないよ うに設定するもので、 ク リ アテキス ト ポートにの
み適用できます。

ポート 636 に対してセキュ リ ティ保護された接続を行い、単純バインドを実行する場合
は、 接続はその時点ですでに暗号化されています。 このため、 パスワード、 データパ
ケッ ト、 またはバインド要求を閲覧するこ とはできません。
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ポート 636( 業界標準のセキュリティ保護されたポート )

ポート 636 を通じた接続は暗号化されます。 TLS( 以前の SSL) によって暗号化が管理さ
れます。 デフォル トでは、 eDirectory のインス トールではこのポートが選択されます。

次の図で、 選択されるポート を示します。

図 3 iManager の LDAP サーバ接続ページ

ポート 636 への接続では、 自動的にハンドシェークをインスタンス生成します。 ハンド
シェークが失敗した場合、 接続は拒否されます。 
重要 : この設定をデフォルトで選択することで、ローカル LDAP サーバに問題が発生する場合があります。
eDirectory がインストールされる前にホストサーバにロードされているサービスがポート 636 を使用してい

る場合は、別のポートを指定する必要があります。

eDirectory 8.7 以前のバージョンのインストールでは、この競合は致命的なエラーとみなされ、nldap.nlm ファ

イルはアンロードされます。eDirectory 8.7.3 のインストールでは、nldap.nlm ファイルがロードされ、
dstrace.log ファイルにエラーメッセージが記録され、セキュリティ保護されたポートを使用せずに実行され

ます。

シナリオ : ポート 636 がすでに使用されている場合 : ローカルサーバで Active Directory*
を実行しています。 Active Directory では、 ポート 636 を使用して LDAP プログラムを実
行しています。eDirectory をインス トールします。インス トールプログラムによってポー
ト 636 がすでに使用されているこ とが検出されるため、 このポート番号は Novell LDAP
サーバに割り当てられません。 LDAP サーバはロードを開始し、 実行されているよ うに
見えますが、LDAP サーバではすでに開いているポート を複製または使用できないため、
複製されたポートでの要求は LDAP サーバで処理されません。

ポート 389 またはポート 636 が Novell LDAP サーバに割り当てられているかど うか不明
な場合は、 ICE ユーティ リ テ ィ を実行して ください。 ［ベンダバージ ョ ン］ フ ィールド
に Novell が指定されていない場合は、 eDirectory の LDAP Server を再設定し、 別のポー
ト を選択する必要があ り ます。詳細については、 『Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイ ド』 の
「LDAP サーバが実行されているか確認する」 を参照してください。
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シナリオ : Active Directory が実行中の場合 : Active Directory が実行中です。 ク リ アテキ
ス ト ポート 389 が開かれています。 ポート 389 に ICE コマンドを実行して、ベンダバー
ジ ョ ンを確認してください。 レポートに Microsoft* が表示されます。 次に、 別のポート
を選択して Novell LDAP サーバを再設定します。 eDirectory LDAP サーバが LDAP の要
求を処理できるよ うにな り ます。

また Novell iMonitor では、ポート 389 または 636 がすでに開かれているこ と も表示され
ます。 LDAP サーバが動作しない場合は、 Novell iMonitor を使用して詳細を確認して く
ださい。 詳細については、 『Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイ ド』 の 「LDAP サーバが実行
されているか確認する」 を参照してください。

NMAS サーバソフトウェアのインストール

NMAS (Novell Modular Authentication ServiceTM) サーバコンポーネン トは、 eDirectory イン
ス トールプログラムを実行する と自動的にインス トールされます。 その際、 インス トー
ルするログイン メ ソ ッ ドを選択する必要があ り ます。

該当するチェッ ク ボッ ク スをオンにして、eDirectory にインスト ールするログインメ ソ ッ
ド を選択します。ログインメ ソ ッ ド を選択すると 、コンポーネント の説明が［ 説明］ ボッ
ク スに表示されます。ログインメ ソ ッ ド の詳細については、『Novell Modular Authentication
Service Administration Guide(Novell Modular Authentication Service 管理ガイ ド )』 の
「 Managing Login and Post-Login Methods and Sequences (http://www.novell.com/documentation/
japanese/nmas22/admin/data/a53vj9a.html)」 を参照してく ださい。

すべてのログイン メ ソ ッ ドを eDirectory にインス トールする場合は、［すべて選択］ をク
リ ッ ク します。 選択したメ ソ ッ ドをすべてク リ アするには、 ［すべてク リ ア］ を ク リ ッ
ク します。

NDS ログイン メ ソ ッ ドはデフォルトでインス トールされます。

NMAS クライアントソフトウェアのインストール

NMAS ク ラ イアン ト ソフ ト ウェアは、NMAS ログイン メ ソ ッ ドを使用する各ク ライアン
ト ワークステーシ ョ ンにインス トールされている必要があ り ます。

1 Windowsク ライアン ト ワークステーシ ョ ンで、Novell eDirectory 8.7.3 CDを挿入します。

2 NMAS ディ レク ト リから nmasinstall.exe を実行します。

3 ［NMAS ク ラ イアン ト コンポーネン ト ］ チェッ クボッ クスをオンにします。 

オプシ ョ ンで、NICI コンポーネン ト をインス トールする場合はチェッ クボッ クスを
オンにします。

4 ［OK］ をク リ ッ ク して、 画面の指示に従います。

5 インス トールの完了後、 ク ラ イアン ト ワークステーシ ョ ンを再起動します。

コンテナ名にドットを使用したツリーへのインストール

Windows サーバは、 名前にド ッ ト (.) が含まれるコンテナ (O=novell.com または C=u.s.a
など ) を保持している eDirectory ツ リーにインス トールできます。 名前にド ッ トが含ま
れているコンテナを使用するには、 ド ッ ト を円記号 (¥) でエスケープする必要があ り ま
す。 ド ッ ト をエスケープするには、 コンテナ名に含まれるすべてのド ッ トの前に円記号
を挿入します。 図 4 の例を参照してください。
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名前の最初にド ッ ト を使用するこ とはできません。 たとえば、 ド ッ ト ( 「.」 ) から始ま
る 「.novell」 とい う名前のコンテナを作成するこ とはできません。

図 4 eDirectory インストールの情報画面

重要 : ツリー内に名前にドットが含まれるコンテナが存在する場合は、iMonitor、iManager および DHost
iConsole などのユーティリティにログインするときには、それらの名前を必ずエスケープしてください。た
とえば、ツリー内に “novell.com” という名前の組織が存在する場合、iMonitor にログインするときは［ユーザ
名］フィールドに「username.novell\.com」のように入力します ( 図 5 を参照してください )。

図 5 iMonitor ログイン画面
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3 Novell eDirectoryのLinuxへのインストールまたは
アップグレード

Linux* サーバに Novell® eDirectoryTM 8.7.3 をインス トールまたはアップグレードするに
は、 次の情報を参照して ください。

23 ページの 「システム要件」

23 ページの 「前提条件」

24 ページの 「ハード ウェア要件」

25 ページの 「バッ ク リ ンク処理の強制実行」

25 ページの 「eDirectory をアップグレードする」

25 ページの 「eDirectory をインス トールする」

システム要件

次のいずれかが必要です。 

Red Hat* Linux 7.3、 8.0、 9.0、 または Red Hat Advance Server 2.1

Red Hat システムに、Red Hat Errata (http://www.redhat.com/apps/support/errata) から配
布されている最新の glibc パッチが適用されているこ とを確認してください。

SuSE* Linux Enterprise Server 8.1 

最低 128MB の RAM

eDirectory サーバをインス トールするための 90MB の空きディ スク容量

管理ユニッ ト をインス トールするための 25MB の空きディ スク容量

50,000 ユーザごとに 74MB の空きディ スク容量 

gettext がインス トールされているこ とを確認して ください。

ConsoleOne の要件

ConsoleOne 1.3.6

最低 64MB の RAM (128MB 推奨 )

200MHz 以上のプロセッサ ( よ り速いプロセッサを推奨 )

前提条件

マルチキャス トルーティングを使用するために Linux ホス ト を有効にします。 

マルチキャス トルーティングを使用するためにホス トが有効になっているこ とを確
認するには、 次のコマンドを入力します。

/bin/netstat -nr
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ルーティングテーブルに、 次のエン ト リがあればマルチキャス トルーティ ングが有
効になっています。

224.0.0.0 0.0.0.0

このエン ト リがない場合は、 Root と してログインし、 次のコマンドを入力してマル
チキャス トルーティングを有効にします。 
route add -net 224.0.0.0 netmask 240.0.0.0 dev -interface
-interface は、 取り付けられ、 使用されている NIC に応じて eth0、 hme0、 hme1、 ま
たは hme2 などの値です。

NICI 2.6.4 がインス トールされているこ とを確認して ください。

NICI 2.6.4 がまだインス トールされていない場合は、 eDirectory のインス トールの実
行中に NICI 2.6.4 のインス トールを要求するプロンプ トが表示されます。 NICI 2.6.4
が格納されているパッケージ名は nici-2.6.4-u0.i386.rpm on Linux です。

Novell eDirectory操作のセキュ リ テ ィ を確保するには、NICI基本キーファイルが必要
になり ます。

評価用ライセンスは Novell eDirectory Eval License Download (http://www.novell.com/
products/edirectory/licenses/eval_87.html) Web サイ トで取得できます。 NICI 基本キー
を使用しない場合、 認証局および暗号化キーオブジェク トは作成できません。

ツ リー内にサーバが複数存在する場合は、 すべてのネッ ト ワークサーバの時刻を同
期します。

時刻の同期は、 NTP( ネッ ト ワーク時刻プロ ト コル ) の xntpd を使用して行います。
Linux、 Solaris、 AIX、 または HP-UX システムと NetWare® サーバの時刻を同期する
には、 timesync.nlm 5.09 以降を使用してください。

セカンダ リ サーバをインス トールする場合は、 製品をインス トールするパーテ ィ
シ ョ ン内のレプリ カがすべて、 オンの状態になっている必要があ り ます。

ハードウェア要件

ハード ウェア要件は、 eDirectory の実装条件によって異なり ます。キャッ シュメ モリ の量
およびプロセッ サの速度の 2 つの要素が、 パフォーマンスの向上に関係します。 最適な
結果を得るためには、できるだけ多く の DIB セッ ト をキャッ シュに入れるよう にします。

eDirectory はシングルプロセッサ上で良好に動作します。 ただし、 Novell eDirectory 8.7.3
では、 マルチプロセッサの利点を活用できます。 プロセッサを追加する と、 ログイン時
のパフォーマンスが向上するほかに、複数のプロセッサ上で複数のスレッ ドをアクティ
ブにできるなどの利点があ り ます。 eDirectory 自体は、 プロセッサ集約型ではなく、 入
出力集約型です。

次の表に、 eDirectory for Linux の一般的なシステム要件を示します。

オブジェクト プロセッサ メモリ ハードディスク

100,000 Pentium III 450 ～ 700MHz ( シングルプロセッサ ) 384MB 144MB

100 万 Pentium III 450 ～ 700MHz ( デュアルプロセッサ ) 2GB 1.5GB

1,000 万 Pentium III 450 ～ 700MHz ( プロセッサ 2 ～ 4 台 ) 2GB 以上 15GB
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必要なプロセッサは、 コンピュータで利用できる追加サービス、 およびコンピュータが
処理している認証と読み書きの数に応じて、表に示されている値よ り も増える場合があ
り ます。 暗号化や索引付けなどの処理では、 プロセッサが集中して使用されるこ とがあ
り ます。 

バックリンク処理の強制実行

Novell eDirectory にアップグレードする と内部 eDirectory 識別情報が変わるため、 オブ
ジェク トの整合性を保つために、バッ ク リ ンク されたオブジェ ク ト を更新するバッ ク リ
ンク処理を行う必要があ り ます。

バッ ク リ ンクでは、 他のサーバ上のオブジェク トへの外部参照が追跡されます。 バッ ク
リ ンク処理は、 サーバ上の各外部参照について、 実オブジェク トが正しい位置に存在す
る こ と を確認するほか、 マスタレプ リ カのすべてのバッ ク リ ン ク属性を確認します。
バッ ク リ ンク処理はローカルデータベースのオープンの 2 時間後に実行され、 その後
780 分 (13 時間 ) ごとに実行されます。 実行間隔には、 2 分から 10,080 分 (7 日 ) までの
任意の値を設定できます。

eDirectory に移行した後、 ndstrace -l>log& コマンドを発行して、 ndstrace 処理を開始しま
す。 この処理はバッ クグラウンドで実行されます。 ndstrace のコマンドプロンプ トから
ndstrace -c set ndstrace=*B コマンドを発行してバッ ク リ ンクを強制実行するこができま
す。 ndstrace -u コマンドを発行する と、 ndstrace 処理をアンロードできます。バッ ク リ ン
ク処理の実行は、 レプ リ カが存在しないサーバ上では特に重要です。

eDirectory をアップグレードする 
eDirectory 8.5.x または 8.7 を eDirectory 8.7.3 にアップグレードするには、 次のコマンド
を入力します。

nds-install
注 :  古いバージョンの ConsoleOne がシステムにインストールされている場合は、バージョン 1.3.6 にアッ
プグレードされます。古いバージョンの NAM がシステムにインストールされている場合は、バージョン 2.1.2
にアップグレードされます。

eDirectory をインストールする 
次のセクシ ョ ンでは、Novell eDirectory の Linux へのインス トールについて説明します。 

26 ページの 「eDirectory での SLP の使用」

26 ページの 「nds-install ユーティ リ テ ィ を使用して、 eDirectory コンポーネン ト をイ
ンス トールする」

28 ページの 「ndsconfig ユーティ リ ティ を使用して、 eDirectory レプ リ カサーバを追
加または削除する」

30 ページの 「ndsconfig を使用して、 コンテナ名にド ッ ト を使用したツ リーに Linux
サーバをインス トールする」

31 ページの 「nmasinst ユーティ リ テ ィ を使用して NMAS を設定する」
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eDirectory での SLP の使用

ツ リー名の解決に SLP の使用を予定している場合、 SLP を適切に設定し、 SLP DA が安
定している必要があ り ます。 SLP を使用する予定がない場合は、 フラ ッ ト フ ァ イルの
hosts.nds を使用してサーバ参照に対するツ リー名を解決できます。SLP DAがネッ ト ワー
クに存在しない場合、hosts.nds ファ イルを使用して SLP マルチキャス トによる遅延を回
避できます。

hosts.nds は、 eDirectory アプ リ ケーシ ョ ンによって使用されるスタティ ッ クなルッ ク
アップテーブルで、 eDirectory パーティシ ョ ンおよびサーバを検索します。 詳細につい
ては、 hosts.nds のマニュアルページを参照して ください。

注 : ツリー名を解決し、eDirectory ツリーがアドバタイズされたことを確認するために SLP を使用する場合
は、eDirectory および SLP のインストールが完了した後で次のように入力してください。

/usr/bin/slpinfo -s "ndap.novell///(svcname-ws==[treename or *])"
詳細については、 77 ページの付録 B、 「OpenSLP for eDirectory の設定」 を参照してくだ
さい。

nds-install ユーティリティを使用して、eDirectory コンポーネントをインストールする

nds-install ユーティ リ ティ を使用して、 eDirectory コンポーネン ト を Linux システムにイ
ンス トールします。 このユーティ リ テ ィは、 Linux プラ ッ ト フォーム用の CD の Setup
ディ レク ト リにあ り ます。 このユーティ リ テ ィでは、 インス トール対象と して選択した
コンポーネン トに基づいて、 必要なパッケージが追加されます。

1 ホス トに Root と してログインします。

2 セッ ト アップディ レク ト リで、 次のコマンドを入力します。

./nds-install
eDirectory コンポーネン ト をインス トールするには、 次の構文を使用します。

nds-install [-c component1 [-c component2]...][-h] 
[-n License file path] [-i]

コマンド ラ インに必要なパラ メータを入力していない場合、 パラ メータを要求する
プロンプ トが nds-install ユーティ リ テ ィに表示されます。

次の表では、 nds-install ユーティ リ テ ィのパラ メータを説明します。

たとえば、Novell eDirectory Server パッケージをインス トールするには、次のコマン
ドを入力します。

./nds-install -c server -n /var

nds-install -c server -n /var

nds-install パラメータ 説明

-c 利用可能なパッケージに基づいて、インストールするコンポーネント
を指定します。-c オプションを複数指定すると、複数のコンポーネン

トをインストールできます。

-h nds-install のヘルプを表示します。

-n ライセンスファイルへのパスを指定します。

-i DIB がアップグレード時に検出された場合、nds-install スクリプトは

ndsconfig アップグレードを呼び出しません。
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3 指示に従って、 使用許諾契約に同意します。

インス トールプログラムによって、 インス トールできる eDirectory コンポーネン ト
の リ ス トが表示されます。

4 インス トールするコンポーネン トに対応するオプシ ョ ンを指定します。

インス トール対象と して選択したコンポーネン トに基づいて、 該当する RPM また
はパッケージがインス トールプログラムによって Linux システムにインス トールさ
れます。 次の表では、 各 eDirectory コンポーネン トにインス トールされたパッケー
ジのリ ス ト を示します。

5 画面の指示に従って、 ラ イセンスファ イルの完全パスを入力します。

インス トールプログラムがデフォルトの場所 (/var、 マウン ト されたライセンスディ
スク、 または現在のディ レク ト リ ) にファ イルを見つけられなかった場合のみ、 ラ
イセンスファ イルへの完全パスの入力を要求するプロンプ トが表示されます。

eDirectory コンポーネント インストールされるパッケージ 説明

eDirectory サーバ NDSbase
NDScommon
NDSmasv
NDSserv
NDSimon
NDSrepair
NDSslp
NDSdexvnt
NOVLsubag
NOVLsnmp
NOVLpkit
NOVLpkis
NOVLpkia
NOVLembox
NOVLlmgnt
NOVLstlog
NOVLxis
NLDAPsdk
NLDAPbase
NOVLsas
NOVLntls
NOVLnmas

指定したサーバに、eDirectory レ

プリカサーバがインストールさ
れます。

管理ユーティリティ NOVLice
NDSbase
NLDAPbase
NLDAPsdk
NOVLpkia
NOVLxis
NOVLlmgnt

指定したワークステーションに、
Novell インポート / エクスポート

変換ユーティリティおよび LDAP
ツール管理ユーティリティがイ
ンストールされます。

eDirectory 管理コンソール NDSbase
NDSslp
NOVLC1
C1JRE
NDS パッケージセット

指定したワークステーションに、
eDirectory 管理コンソールがイン

ストールされます。
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入力したパスが有効でない場合、 正しいパスを入力するよ う再度指示されます。

インス トール後に eDirectory サーバを設定するには、 ndsconfig ユーティ リ テ ィ を使
用します。 ただし、 その場合はライセンスファ イルが /var ディ レク ト リにコピーさ
れているこ とを確認する必要があ り ます。

サーバコンポーネン トの一部と して、NMASTM (Novell Modular Authentication ServiceTM)
がインス トールされます。 デフォルトでは、 ndsconfig を使用して NMAS を設定し
ます。 また、 インス トール後に NMAS サーバを設定するには、 nmasinst ユーティ リ
テ ィ を使用します。 NMAS サーバの設定は、 ndsconfig を使用して eDirectory の設定
を行ってから実行する必要があ り ます。

ndsconfig ユーティ リ ティの詳細については、63 ページの「ndsconfig ユーティ リ テ ィ」
を参照して ください。

nmascinst ユーティ リ ティの詳細については、 31 ページの 「nmasinst ユーティ リ テ ィ
を使用して NMAS を設定する」 を参照して ください。

ndsconfig ユーティリティを使用して、eDirectory レプリカサーバを追加または削除
する

ndsconfig ユーティ リ テ ィ を使用するには、 管理者の権利を持っている必要があ り ます。
引数付きでこのユーティ リ テ ィ を使用した場合は、 すべての引数が確認され、 管理者の
権利を持つユーザのパスワード入力を要求するプロンプ トが表示されます。引数なしで
ndsconfig ユーティ リ ティ を使用した場合は、このユーティ リ テ ィに関する説明と利用可
能なオプシ ョ ンが表示されます。 このユーティ リ テ ィでは、 eDirectory レプ リ カサーバ
を削除した り、 eDirectory サーバの現在の設定を変更するこ と もできます。 詳細につい
ては、 63 ページの 「ndsconfig ユーティ リ テ ィ」 を参照して ください。

新しいツリーの作成

次の構文を使用します。

ndsconfig new -t treename -n server context -a admin FDN [-i] [-S server name] 
[-d path for dib] [-m module] [e] [-L ldap port] [-l SSL port] [-o http port] 
-O https port] 

指定したツ リー名と コンテキス トの新しいツ リーがインス トールされます。 

変数 tree_name、 admin FDN および server context は、 使用できる文字数に制限があ り ま
す。 これらの変数に使用できる最大文字数は次のとおりです。

tree_name: 32 文字

admin-FDN: 64 文字

server context: 64 文字

コマンド ラ インにパラ メータが指定されていない場合、指定されていない各パラ メータ
に値を入力するよ う求めるプロンプ トが ndsconfig によって表示されます。

また、 次の構文も使用できます。

ndsconfig def -t treename -n server context -a admin FDN [-i] [-S server name] 
[-d path for dib] [-m module] [e] [-L ldap port] [-l SSL port] [-o http port] 
-O https port]

指定したツ リー名と コンテキス トの新しいツ リーがインス トールされます。 コマンド ラ
インにパラ メータが指定されていない場合、 ndsconfig によって、指定されていない各パ
ラ メータにデフォルト値が適用されます。
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たとえば、 新しいツ リーを作成するには、 次のよ うにコマンドを入力します。

ndsconfig new -t corp-tree -n o=company -a cn=admin.o=company

既存のツリーにサーバを追加する

次の構文を使用します。

ndsconfig add -t treename -n server context -a admin FDN [-e] [-L ldap port] 
[-l SSL port] [-o http port] -O https port] [-S server name] [-d path for dib] 
[-p IP address] [-m module]

既存のツ リーの指定したコンテキス ト に、 新しいサーバが追加されます。 サーバオブ
ジェク トの追加先と して指定したコンテキス トが存在しない場合は、ndsconfig によって
該当するコンテキス トが作成され、 サーバが追加されます。

既存のツ リーへ eDirectory をインス トールした後で、 LDAP およびセキュ リ ティサービ
スを追加するこ と もできます。 

たとえば、 新しいツ リーをサーバに追加するには、 次のよ うにコマンドを入力します。

ndsconfig add -t corp-tree -n o=company -a cn=admin.o=company

ツリーからサーバオブジェクトおよびディレクトリサービスを削除する

次の構文を使用します。

ndsconfig rm -a admin FDN

サーバから eDirectory およびデータベースが削除されます。

注 : iMonitor を使用して作成した HTML ファイルは削除されません。これらのファイルは、eDirectory を削

除する前に手動で削除する必要があります。

たとえば、 eDirectory サーバオブジェク ト とディ レク ト リサービスをツ リーから削除す
るには、 次のコマンドを入力します。

ndsconfig rm -a cn=admin.o=company

ndsconfig ユーティリティパラメータ

ndsconfig のパラメータ 説明

new 新しい eDirectory ツリーを作成します。コマンドラインにパラメータが

指定されていない場合、指定されていない各パラメータに値を入力する
よう求めるプロンプトが ndsconfig によって表示されます。

def 新しい eDirectory ツリーを作成します。コマンドラインにパラメータが

指定されていない場合、ndsconfig によって、指定されていない各パラ

メータにデフォルト値が適用されます。

add 既存のツリーにサーバを追加します。

rm サーバオブジェクトとディレクトリサービスをツリーから削除します。

-i 新しいツリーをインストールするときに、同じ名前のツリーが存在して
も無視します。通常、このオプションの使用はお勧めできません。

-S サーバ名を指定します。デフォルトのサーバ名は host name です。
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ndsconfig を使用して、コンテナ名にドットを使用したツリーに Linux サーバをイン
ストールする

ndsconfigを使用して、名前にド ッ ト を使用したコンテナ(novell.comなど)を含むeDirectory
ツ リーに Linux サーバをインス トールできます。

ndsconfig はコマンド ラ インユーティ リ ティのため、名前にド ッ ト を含むコンテナを使用
する とそれらのド ッ ト をエスケープするよ うに要求され、 これらのコンテキス ト を含む
パラ メータは二重引用符で囲む必要があ り ます。 たとえば、 O の名前に 「O=novell.com」
を使用している Linux サーバに新しい eDirectory のツ リーをインス トールするには、 次
のコマンドを使用します。

-t サーバの追加先のツリー名です。このパラメータが指定されていない場
合、ndsconfig は etc/nds.conf ファイル内の n4u.base.tree-name パラメー

タに指定されているツリー名を採用します。 

-n サーバオブジェクトを追加するサーバのコンテキストです。このパラ
メータが指定されていない場合、ndsconfig は /etc/nds.conf ファイルの

n4u.nds.server-context パラメータに指定されているコンテキストを採用

します。 

-d データベースファイルの格納先になる場所のディレクトリパスです。

-L LDAP サーバの TCP ポート番号です。

-l LDAP サーバの SSL ポート番号です。

-a サーバオブジェクトとディレクトリサービスの作成先コンテキストに対
するスーパバイザ権を持つユーザオブジェクトの識別名です。

-e LDAP オブジェクトのクリアテキストパスワードを有効にします。

-p 既存のツリーに eDirectory サーバをインストールします。引数として、こ

のツリーを格納するサーバの IP アドレスを指定します。このオプション

を使用する場合、ツリーの検索に SLP は使用されません。

-m インストールするモジュール名を指定します。新しいツリーをインス
トールするときは、DS モジュールだけをインストールできます。DS モ

ジュールのインストール後、add コマンドを使用して NMAS、LDAP、
SAS、HTTP および SNMP サービスを追加できます。モジュール名が指

定されていない場合、デフォルトでは 5 つすべてのモジュールがインス

トールされます。

-o HTTP クリアポート番号を指定します。

-O HTTP セキュアポート番号を指定します。

set 指定した eDirectory 環境設定パラメータに対して値を設定します。パラ

メータリストが指定されていない場合は、ndsconfigはすべてのeDirectory
環境設定パラメータを表示します。

get eDirectory 環境設定パラメータの現在の値を表示します。

get help eDirectory 環境設定パラメータに関するヘルプを表示します。

ndsconfig のパラメータ 説明
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ndsconfig new -a “admin.novell\.com” -t novell_tree -n “OU=servers.O=novell\.com”

Admin 名と コンテキス トおよびサーバコンテキス トパラ メータを二重引用符で囲み、
novell.com のド ッ ト ( 「.」 ) を円記号 ( 「¥」 ) を使用してエスケープします。

このフォーマッ ト は、既存のツリ ーにサーバをインスト ールする場合にも使用できます。

注 : ndsrepair、ndsbackup、ndsmerge、ndslogin、および ldapconfig などのユーティリティを使用して、ドッ

トを含む admin 名およびコンテキストを入力する場合もこのフォーマットを使用する必要があります。

nmasinst ユーティリティを使用して NMAS を設定する 
eDirectory 8.7.3 のデフォル トでは、 ndsconfig を使用して NMAS を設定します。 Linux、
Solaris、AIX、および HP-UX システムでは、nmasinst ユーティ リ テ ィ を使用して、NMAS
を設定するこ と もできます。

ndsconfig は NMAS を設定するためだけに使用するもので、 ログイン メ ソ ッ ドのインス
トールは行いません。 これらのログイン メ ソ ッ ドをインス トールするには、 nmasinst を
使用できます。

重要 : NMAS ログインメソッドをインストールする前に、ndsconfig を使用して eDirectory を設定する必要が

あります。ツリーに対するスーパーバイザ権も必要です。

31 ページの 「NMAS を設定する」

31 ページの 「ログイン メ ソ ッ ドのインス トール」

NMAS を設定する

デフォルトでは、 ndsconfig を使用して NMAS を設定します。 nmasinst を同じ目的で使
用するこ と もできます。

NMAS を設定し、 eDirectory に NMAS オブジェク ト を作成するには、 サーバコンソール
のコマンド ラ インで次のコマンドを入力します。

nmasinst -i admin.context tree_name
パスワードを要求するプロンプ トが nmasinst に表示されます。 

このコマンドでは NMAS に必要なセキュ リ テ ィ コンテナ内にオブジェク トが作成され、
eDirectory 内の LDAP サーバオブジェク トの NMAS に対する LDAP 拡張がインス トール
されます。

ツ リー内で最初の NMAS のインス トールの場合、 セキュ リテ ィ コンテナ内にオブジェ
ク ト を作成できる十分な権利を持ったユーザがインス トールする必要があ り ます。ただ
し、それ以降のインス トールはセキュ リ ティ コンテナに対して読み込み専用の権利のみ
を持つコンテナ管理者も実行できます。 nmasinst では、 NMAS オブジェク トの作成を実
行する前に、 セキュ リ テ ィ コンテナ内に NMAS オブジェク トが存在するかど うかを確
認します。

nmasinst ではスキーマを拡張できません。 NMAS スキーマは eDirectory のベーススキー
マの一部と してインス トールされます。

ログインメソッドのインストール

nmasinst を使用してログイン メ ソ ッ ドをインス トールするには、 サーバコンソールのコ
マンド ラ インで次のコマンドを入力してください。

nmasinst -addmethod admin.context tree_name config.txt_path
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最後のパラ メータで、 インス トールするログイン メ ソ ッ ドの config.txt ファ イルを指定
します。 config.txt ファ イルは各ログイン メ ソ ッ ドに付属して提供されます。

-addmethod コマンドの一例を次に示します。

nmasinst -addmethod admin.novell MY_TREE ./nmas-methods/novell/Simple 
Password/config.txt

ログイン メ ソ ッ ドがすでに存在する場合は、 nmasinst によって更新されます。 

詳細については、『Novell Modular Authentication Service Administration Guide(Novell Modular
Authentication Service管理ガイド )』の「Managing Login and Post-Login Methods and Sequences
(http://www.novell.com/documentation/japanese/nmas22/admin/data/a53vj9a.html)」を参照して
ください。
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4 Novell eDirectoryのSolarisへのインストールまたは
アップグレード

Solaris* サーバに Novell® eDirectoryTM 8.7.3 をインス トールまたはアップグレードするに
は、 次の情報を参照して ください。

33 ページの 「システム要件」

33 ページの 「前提条件」

34 ページの 「ハード ウェア要件」

35 ページの 「バッ ク リ ンク処理の強制実行」

35 ページの 「eDirectory をアップグレードする」

35 ページの 「eDirectory をインス トールする」

システム要件

次のいずれかが必要です。

Solaris 8 on Sun SPARC ( パッチ 108827-20 以降 )
Solaris 9 on Sun SPARC

推奨されるすべての最新のパッチはSunSolve* Webページ (http://sunsolve.sun.com)か
らダウンロードできます。eDirectory のインス トール前にシステムに最新パッチをイ
ンス トールしないと、 patchadd エラーが発生します。

最低 128MB の RAM

eDirectory サーバをインス トールするための 120MB の空きディ スク容量

管理ユニッ ト をインス トールするための 32MB の空きディ スク容量

50,000 ユーザごとに 74MB の空きディ スク容量 

ConsoleOne® の要件

ConsoleOne 1.3.6

最低 64MB の RAM (128MB 推奨 )

前提条件

マルチキャス トルーティングを使用するために Solaris ホス ト を有効にします。 

マルチキャス トルーティングを使用するためにホス トが有効になっているこ とを確
認するには、 次のコマンドを入力します。

/usr/bin/netstat -nr
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ルーティングテーブルに、 次のエン ト リがあればマルチキャス トルーティ ングが有
効になっています。

224.0.0.0 host_IP_address

このエン ト リがない場合は、 Root と してログインし、 次のコマンドを入力してマル
チキャス トルーティングを有効にします。 
route add -net 224.0.0.0 -net 224.0.0.0 netmask 240.0.0.0 hme0
NICI 2.6.4 がインス トールされているこ とを確認して ください。

NICI 2.6.4 がまだインス トールされていない場合は、 eDirectory のインス トールの実
行中に NICI 2.6.4 のインス トールを要求するプロンプ トが表示されます。 NICI 2.6.4
が格納されているパッケージ名は NOVLniu0-2.6.4 on Solaris です。

Novell eDirectory操作のセキュ リ テ ィ を確保するには、NICI基本キーファイルが必要
になり ます。

評価用ライセンスは Novell eDirectory Eval License Download (http://www.novell.com/
products/edirectory/licenses/eval_87.html) Web サイ トで取得できます。 NICI 基本キー
を使用しない場合、 認証局および暗号化キーオブジェク トは作成できません。

ツ リー内にサーバが複数存在する場合は、 すべてのネッ ト ワークサーバの時刻を同
期します。

時刻の同期は、 NTP( ネッ ト ワーク時刻プロ ト コル ) の xntpd を使用して行います。
Linux、 Solaris、 AIX、 または HP-UX システムと NetWare® サーバの時刻を同期する
には、 timesync.nlm 5.09 以降を使用してください。

セカンダ リ サーバをインス トールする場合は、 製品をインス トールするパーテ ィ
シ ョ ン内のレプリ カがすべて、 オンの状態になっている必要があ り ます。

ハードウェア要件

ハード ウェア要件は、 eDirectory の実装条件によって異なり ます。キャッ シュメ モリ の量
およびプロセッ サの速度の 2 つの要素が、 パフォーマンスの向上に関係します。 最適な
結果を得るためには、できるだけ多く の DIB セッ ト をキャッ シュに入れるよう にします。

eDirectory はシングルプロセッサ上で良好に動作します。 ただし、 Novell eDirectory 8.7.3
では、 マルチプロセッサの利点を活用できます。 プロセッサを追加する と、 ログイン時
のパフォーマンスが向上するほかに、複数のプロセッサ上で複数のスレッ ドをアクティ
ブにできるなどの利点があ り ます。 eDirectory 自体は、 プロセッサ集約型ではなく、 入
出力集約型です。

次の表に、 Novell eDirectory for Solaris の一般的なシステム要件を示します。

必要なプロセッサは、 コンピュータで利用できる追加サービス、 およびコンピュータが
処理している認証と読み書きの数に応じて、表に示されている値よ り も増える場合があ
り ます。 暗号化や索引付けなどの処理では、 プロセッサが集中して使用されるこ とがあ
り ます。 

オブジェクト プロセッサ メモリ ハードディスク

100,000 Sun* Enterprise 220 384MB 144MB

100 万 Sun Enterprise 450 2GB 1.5GB

1,000 万 Sun Enterprise 4500( 複数のプロセッサ使用 ) 2GB 以上 15GB
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バックリンク処理の強制実行

Novell eDirectory にアップグレードする と内部 eDirectory 識別情報が変わるため、 オブ
ジェク トの整合性を保つために、バッ ク リ ンク されたオブジェ ク ト を更新するバッ ク リ
ンク処理を行う必要があ り ます。

バッ ク リ ンクでは、 他のサーバ上のオブジェク トへの外部参照が追跡されます。 バッ ク
リ ンク処理は、 サーバ上の各外部参照について、 実オブジェク トが正しい位置に存在す
る こ と を確認するほか、 マスタレプ リ カのすべてのバッ ク リ ン ク属性を確認します。
バッ ク リ ンク処理はローカルデータベースのオープンの 2 時間後に実行され、 その後
780 分 (13 時間 ) ごとに実行されます。 実行間隔には、 2 分から 10,080 分 (7 日 ) までの
任意の値を設定できます。

eDirectory に移行した後、 ndstrace -l>log& コマンドを発行して、 ndstrace 処理を開始しま
す。 この処理はバッ クグラウンドで実行されます。 ndstrace のコマンドプロンプ トから
ndstrace -c set ndstrace=*B コマンドを発行してバッ ク リ ンクを強制実行するこができま
す。 ndstrace -u コマンドを発行する と、 ndstrace 処理をアンロードできます。バッ ク リ ン
ク処理の実行は、 レプ リ カが存在しないサーバ上では特に重要です。

eDirectory をアップグレードする 
eDirectory 8.5.x または 8.7 を eDirectory 8.7.3 にアップグレードするには、 次のコマンド
を入力します。

nds-install
注 :  古いバージョンの ConsoleOne がシステムにインストールされている場合は、バージョン 1.3.6 にアッ

プグレードされます。古いバージョンの NAM がシステムにインストールされている場合は、バージョン 2.1.2
にアップグレードされます。

eDirectory をインストールする 
次のセクシ ョ ンでは、Novell eDirectory の Solaris へのインス トールについて説明します。 

35 ページの 「eDirectory での SLP の使用」

36 ページの 「nds-install ユーティ リ テ ィ を使用して、 eDirectory コンポーネン ト をイ
ンス トールする」

38 ページの 「ndsconfig ユーティ リ ティ を使用して、 eDirectory レプ リ カサーバを追
加または削除する」

40 ページの 「ndsconfig を使用して、コンテナ名にド ッ ト を使用したツ リーに Solaris
サーバをインス トールする」

41 ページの 「nmasinst ユーティ リ テ ィ を使用して NMAS を設定する」

eDirectory での SLP の使用

ツ リー名の解決に SLP の使用を予定している場合、 SLP を適切に設定し、 SLP DA が安
定している必要があ り ます。 SLP を使用する予定がない場合は、 フラ ッ ト フ ァ イルの
hosts.nds を使用してサーバ参照に対するツ リー名を解決できます。SLP DAがネッ ト ワー
クに存在しない場合、hosts.nds ファ イルを使用して SLP マルチキャス トによる遅延を回
避できます。 hosts.nds は、 eDirectory アプリ ケーシ ョ ンによって使用されるスタティ ッ
クなルッ クアップテーブルで、eDirectory パーティシ ョ ンおよびサーバを検索します。詳
細については、 hosts.nds のマニュアルページを参照して ください。
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注 : ツリー名を解決し、eDirectory ツリーがアドバタイズされたことを確認するために SLP を使用する場合
は、eDirectory および SLP のインストールが完了した後で次のように入力してください。

/usr/bin/slpinfo -s "ndap.novell///(svcname-ws==[treename or *])"
詳細については、 77 ページの付録 B、 「OpenSLP for eDirectory の設定」 を参照してくだ
さい。

nds-install ユーティリティを使用して、eDirectory コンポーネントをインストールする

nds-install ユーティ リ テ ィ を使用して、eDirectory コンポーネン ト を Solaris システムにイ
ンス トールします。 このユーティ リ テ ィは、 Solaris プラ ッ ト フォーム用の CD の Setup
ディ レク ト リにあ り ます。 このユーティ リ テ ィでは、 インス トール対象と して選択した
コンポーネン トに基づいて、 必要なパッケージが追加されます。

1 ホス トに Root と してログインします。

2 セッ ト アップディ レク ト リから次のコマンドを入力します。

./nds-install
eDirectory コンポーネン ト をインス トールするには、 次の構文を使用します。

nds-install [-c component1 [-c component2]...][-h] 
[-n License file path] [-i]

コマンド ラ インに必要なパラ メータを入力していない場合、 パラ メータを要求する
プロンプ トが nds-install ユーティ リ テ ィに表示されます。

次の表では、 nds-install ユーティ リ テ ィのパラ メータを説明します。

たとえば、Novell eDirectory Server パッケージをインス トールするには、次のコマン
ドを入力します。

./nds-install -c server -n /var

3 指示に従って、 使用許諾契約に同意します。

インス トールプログラムによって、 インス トールできる eDirectory コンポーネン ト
の リ ス トが表示されます。

4 インス トールするコンポーネン トに対応するオプシ ョ ンを指定します。

インス トール対象と して選択したコンポーネン トに基づいて、 該当する RPM また
はパッケージがインス トールプログラムによって Solarisシステムにインス トールさ
れます。 次の表では、 各 eDirectory コンポーネン トにインス トールされるパッケー
ジのリ ス ト を示します。

nds-install パラメータ 説明

-c 利用可能なパッケージに基づいて、インストールするコンポーネントを指
定します。-c オプションを複数指定すると、複数のコンポーネントをイン

ストールできます。

-h nds-install のヘルプを表示します。

-n ライセンスファイルへのパスを指定します。

-i DIB がアップグレード時に検出された場合、nds-install スクリプトは

ndsconfig アップグレードを呼び出しません。
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5 画面の指示に従って、 ラ イセンスファ イルの完全パスを入力します。

インス トールプログラムがデフォルトの場所 (/var、 マウン ト されたライセンスディ
スク、 または現在のディ レク ト リ ) にファ イルを見つけられなかった場合のみ、 ラ
イセンスファ イルへの完全パスの入力を要求するプロンプ トが表示されます。

入力したパスが有効でない場合、 正しいパスを入力するよ う再度指示されます。

インス トール後に eDirectory サーバを設定するには、 ndsconfig ユーティ リ テ ィ を使
用します。 ただし、 その場合はライセンスファ イルが /var ディ レク ト リにコピーさ
れているこ とを確認する必要があ り ます。

サーバコンポーネン トの一部と して、NMASTM (Novell Modular Authentication ServiceTM)
がインス トールされます。 デフォルトでは、 ndsconfig を使用して NMAS を設定し
ます。 デフォル トでは、 ndsconfig を使用して NMAS を設定します。 また、 インス
トール後に NMAS サーバを設定するには、 nmasinst ユーティ リ テ ィ を使用します。

eDirectory コンポーネント インストールされるパッケージ 説明

eDirectory サーバ NDSbase
NDScommon
NDSmasv
NDSserv
NDSimon
NDSrepair
NDSslp
NDSdexvnt
NOVLsubag
NOVLsnmp
NOVLpkit
NOVLpkis
NOVLpkia
NOVLembox
NOVLlmgnt
NOVLstlog
NOVLxis
NLDAPsdk
NLDAPbase
NOVLsas
NOVLntls
NOVLnmas

指定したサーバに、eDirectory レ

プリカサーバがインストールさ
れます。

管理ユーティリティ NOVLice
NDSbase
NLDAPbase
NLDAPsdk
NOVLpkia
NOVLxis
NOVLlmgnt

指定したワークステーションに、
Novell インポート / エクスポート

変換ユーティリティおよび LDAP
ツール管理ユーティリティがイ
ンストールされます。

eDirectory 管理コンソール NDSbase
NDSslp
NOVLC1
C1JRE
NDS パッケージセット

指定したワークステーションに、
eDirectory 管理コンソールがイン

ストールされます。
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NMAS サーバの設定は、 ndsconfig を使用して eDirectory の設定を行ってから実行す
る必要があ り ます。

ndsconfig ユーティ リ ティの詳細については、63 ページの「ndsconfig ユーティ リ テ ィ」
を参照して ください。

nmasinst ユーティ リ テ ィの詳細については、 41 ページの 「nmasinst ユーティ リ テ ィ
を使用して NMAS を設定する」 を参照して ください。

ndsconfig ユーティリティを使用して、eDirectory レプリカサーバを追加または削除
する

ndsconfig ユーティ リ テ ィ を使用するには、 管理者の権利を持っている必要があ り ます。
引数付きでこのユーティ リ テ ィ を使用した場合は、 すべての引数が確認され、 管理者の
権利を持つユーザのパスワード入力を要求するプロンプ トが表示されます。引数なしで
ndsconfig ユーティ リ ティ を使用した場合は、このユーティ リ テ ィに関する説明と利用可
能なオプシ ョ ンが表示されます。 このユーティ リ テ ィでは、 eDirectory レプ リ カサーバ
を削除した り、 eDirectory サーバの現在の設定を変更するこ と もできます。 詳細につい
ては、 63 ページの 「ndsconfig ユーティ リ テ ィ」 を参照して ください。

新しいツリーの作成

次の構文を使用します。

ndsconfig new -t treename -n server context -a admin FDN [-i] [-S server name] 
[-d path for dib] [-m module] [e] [-L ldap port] [-l SSL port] [-o http port] 
-O https port] 

指定したツ リー名と コンテキス トの新しいツ リーがインス トールされます。 

変数 tree_name、 admin FDN および server context は、 使用できる文字数に制限があ り ま
す。 これらの変数に使用できる最大文字数は次のとおりです。

tree_name: 32 文字

admin-FDN: 64 文字

server context: 64 文字

コマンド ラ インにパラ メータが指定されていない場合、指定されていない各パラ メータ
に値を入力するよ う求めるプロンプ トが ndsconfig によって表示されます。

また、 次の構文も使用できます。

ndsconfig def -t treename -n server context -a admin FDN [-i] [-S server name] 
[-d path for dib] [-m module] [e] [-L ldap port] [-l SSL port] [-o http port] 
-O https port]

指定したツ リー名と コンテキス トの新しいツ リーがインス トールされます。 コマンド ラ
インにパラ メータが指定されていない場合、 ndsconfig によって、指定されていない各パ
ラ メータにデフォルト値が適用されます。

たとえば、 新しいツ リーを作成するには、 次のよ うにコマンドを入力します。

ndsconfig new -t corp-tree -n o=company -a cn=admin.o=company
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既存のツリーにサーバを追加する

次の構文を使用します。

ndsconfig add -t treename -n server context -a admin FDN [-e] [-L ldap port] 
[-l SSL port] [-o http port] -O https port] [-S server name] [-d path for dib] 
[-p IP address] [-m module]

既存のツ リーの指定したコンテキス ト に、 新しいサーバが追加されます。 サーバオブ
ジェク トの追加先と して指定したコンテキス トが存在しない場合は、ndsconfig によって
該当するコンテキス トが作成され、 サーバが追加されます。

既存のツ リーへ eDirectory をインス トールした後で、 LDAP およびセキュ リ ティサービ
スを追加するこ と もできます。 

たとえば、 新しいツ リーをサーバに追加するには、 次のよ うにコマンドを入力します。

ndsconfig add -t corp-tree -n o=company -a cn=admin.o=company

ツリーからサーバオブジェクトおよびディレクトリサービスを削除する

次の構文を使用します。

ndsconfig rm -a admin FDN

サーバから eDirectory およびデータベースが削除されます。

注 : iMonitor を使用して作成した HTML ファイルは削除されません。これらのファイルは、eDirectory を削

除する前に手動で削除する必要があります。

たとえば、 eDirectory サーバオブジェク ト とディ レク ト リサービスをツ リーから削除す
るには、 次のコマンドを入力します。

ndsconfig rm -a cn=admin.o=company

ndsconfig ユーティリティパラメータ

ndsconfig のパラメータ 説明

new 新しい eDirectory ツリーを作成します。コマンドラインにパラメータが指

定されていない場合、指定されていない各パラメータに値を入力するよう
求めるプロンプトが ndsconfig によって表示されます。

def 新しい eDirectory ツリーを作成します。コマンドラインにパラメータが指

定されていない場合、ndsconfig によって、指定されていない各パラメータ

にデフォルト値が適用されます。

add 既存のツリーにサーバを追加します。

rm サーバオブジェクトとディレクトリサービスをツリーから削除します。

-i 新しいツリーをインストールするときに、同じ名前のツリーが存在しても
無視します。通常、このオプションの使用はお勧めできません。

-S サーバ名を指定します。デフォルトのサーバ名は host name です。

-t サーバの追加先のツリー名です。このパラメータが指定されていない場合、
ndsconfig は etc/nds.conf ファイル内の n4u.base.tree-name パラメータに

指定されているツリー名を採用します。 
Novell eDirectory の Solaris へのインストールまたはアップグレード 39



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
ndsconfig を使用して、コンテナ名にドットを使用したツリーに Solaris サーバをイン
ストールする

ndsconfigを使用して、名前にド ッ ト を使用したコンテナ(novell.comなど)を含むeDirectory
ツ リーに Solaris サーバをインス トールできます。

ndsconfig はコマンド ラ インユーティ リ ティのため、名前にド ッ ト を含むコンテナを使用
する とそれらのド ッ ト をエスケープするよ うに要求され、 これらのコンテキス ト を含む
パラ メータは二重引用符で囲む必要があ り ます。 たとえば、 O の名前に "O=novell.com"
を使用している Solaris サーバに新しい eDirectory のツ リーをインス トールするには、次
のコマンドを使用します。

ndsconfig new -a “admin.novell\.com” -t novell_tree -n “OU=servers.O=novell\.com”

Admin 名と コンテキス トおよびサーバコンテキス トパラ メータを二重引用符で囲み、
novell.com のド ッ ト ( 「.」 ) を円記号 ( 「¥」 ) を使用してエスケープします。

このフォーマッ ト は、既存のツリ ーにサーバをインスト ールする場合にも使用できます。

注 : ndsrepair、ndsbackup、ndsmerge、ndslogin、および ldapconfig などのユーティリティを使用して、ドッ
トを含む admin 名およびコンテキストを入力する場合もこのフォーマットを使用する必要があります。

-n サーバオブジェクトを追加するサーバのコンテキストです。このパラメータ
が指定されていない場合、ndsconfigは /etc/nds.confファイルのn4u.nds.server-
context パラメータに指定されているコンテキストを採用します。 

-d データベースファイルの格納先になる場所のディレクトリパスです。

-L LDAP サーバの TCP ポート番号です。

-l LDAP サーバの SSL ポート番号です。

-a サーバオブジェクトとディレクトリサービスの作成先コンテキストに対す
るスーパバイザ権を持つユーザオブジェクトの識別名です。

-e LDAP オブジェクトのクリアテキストパスワードを有効にします。

-p 既存のツリーに eDirectory サーバをインストールします。引数として、こ

のツリーを格納するサーバの IP アドレスを指定します。このオプションを

使用する場合、ツリーの検索に SLP は使用されません。

-m インストールするモジュール名を指定します。新しいツリーをインストー
ルするときは、DS モジュールだけをインストールできます。DS モジュー

ルのインストール後、add コマンドを使用して NMAS、LDAP、SAS、HTTP
および SNMP サービスを追加できます。モジュール名が指定されていない

場合、デフォルトでは 5 つすべてのモジュールがインストールされます。

-o HTTP クリアポート番号を指定します。

-O HTTP セキュアポート番号を指定します。

set 指定した eDirectory 環境設定パラメータに対して値を設定します。パラメー

タリストが指定されていない場合は、ndsconfig はすべての eDirectory 環境

設定パラメータを表示します。

get eDirectory 環境設定パラメータの現在の値を表示します。

get help eDirectory 環境設定パラメータに関するヘルプを表示します。

ndsconfig のパラメータ 説明
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nmasinst ユーティリティを使用して NMAS を設定する 
eDirectory 8.7.3 のデフォル トでは、 ndsconfig を使用して NMAS を設定します。 Linux、
Solaris、AIX、および HP-UX システムでは、nmasinst ユーティ リ テ ィ を使用して、NMAS
を設定するこ と もできます。

ndsconfig は NMAS を設定するためだけに使用するもので、 ログイン メ ソ ッ ドのインス
トールは行いません。 これらのログイン メ ソ ッ ドをインス トールするには、 nmasinst を
使用できます。

重要 : NMAS ログインメソッドをインストールする前に、ndsconfig を使用して eDirectory を設定する必要が
あります。ツリーに対するスーパーバイザ権も必要です。

41 ページの 「NMAS を設定する」

41 ページの 「ログイン メ ソ ッ ドのインス トール」

NMAS を設定する

デフォルトでは、 ndsconfig を使用して NMAS を設定します。 nmasinst を同じ目的で使
用するこ と もできます。

NMAS を設定し、 eDirectory に NMAS オブジェク ト を作成するには、 サーバコンソール
のコマンド ラ インで次のコマンドを入力します。

nmasinst -i admin.context tree_name
パスワードを要求するプロンプ トが nmasinst に表示されます。 

このコマンドでは NMAS に必要なセキュ リ テ ィ コンテナ内にオブジェク トが作成され、
eDirectory 内の LDAP サーバオブジェク トの NMAS に対する LDAP 拡張がインス トール
されます。

ツ リー内で最初の NMAS のインス トールの場合、 セキュ リテ ィ コンテナ内にオブジェ
ク ト を作成できる十分な権利を持ったユーザがインス トールする必要があ り ます。ただ
し、それ以降のインス トールはセキュ リ ティ コンテナに対して読み込み専用の権利のみ
を持つコンテナ管理者も実行できます。 nmasinst では、 NMAS オブジェク トの作成を実
行する前に、 セキュ リ テ ィ コンテナ内に NMAS オブジェク トが存在するかど うかを確
認します。

nmasinst ではスキーマを拡張できません。 NMAS スキーマは eDirectory のベーススキー
マの一部と してインス トールされます。

ログインメソッドのインストール

nmasinst を使用してログイン メ ソ ッ ドをインス トールするには、 サーバコンソールのコ
マンド ラ インで次のコマンドを入力してください。

nmasinst -addmethod admin.context tree_name config.txt_path
最後のパラ メータで、 インス トールするログイン メ ソ ッ ドの config.txt ファ イルを指定
します。 config.txt ファ イルは各ログイン メ ソ ッ ドに付属して提供されます。

-addmethod コマンドの一例を次に示します。

nmasinst -addmethod admin.novell MY_TREE ./nmas-methods/novell/Simple 
Password/config.txt

ログイン メ ソ ッ ドがすでに存在する場合は、 nmasinst によって更新されます。 
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詳細については、 『Novell Modular Authentication Service Administration Guide(Novell Modular
Authentication Service 管理ガイ ド )』の「Managing Login and Post-Login Methods and Sequences
(http://www.novell.com/documentation/japanese/nmas22/admin/data/a53vj9a.html)」を参照して
ください。
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5 Novell eDirectory の AIX へのインストールまたは
アップグレード

AIX* サーバに Novell® eDirectoryTM 8.7.3 をインス トールまたはアップグレードするには、
次の情報を参照して ください。

43 ページの 「システム要件」

43 ページの 「前提条件」

44 ページの 「ハード ウェア要件」

45 ページの 「バッ ク リ ンク処理の強制実行」

45 ページの 「eDirectory をアップグレードする」

45 ページの 「eDirectory をインス トールする」

システム要件

次のいずれかが必要です。

AIX 5L バージ ョ ン 5.1

AIX 5L バージ ョ ン 5.2

すべての推奨される AIX OS パッチは、 IBM* Tech Support (https://
techsupport.services.ibm.com/server/fixes) Web サイ トからダウンロードできます。

最低 128MB の RAM

eDirectory サーバをインス トールするための 190MB の空きディ スク容量

管理ユニッ ト をインス トールするための 12MB の空きディ スク容量

50,000 ユーザごとに 74MB の空きディ スク容量

注 : ConsoleOne® は、AIX 上ではサポートされていません。ConsoleOne を使用する場合は、Windows など

のその他のプラットフォームを使用します。

前提条件

マルチキャス トルーティングを使用するために AIX ホス ト を有効にします。 

マルチキャス トルーティングデーモン mrouted が実行されているかど うかを確認し
て ください。 

実行されていない場合は、マルチキャス トデーモン mrouted を設定し、起動します。

環境設定ファイルの例については、 AIX 4.3 or 5 Reference Documentation Set( 参照マ
ニュアル ) (http://www-1.ibm.com/servers/aix/library/index.html) の 『Files Reference( 参
照ファイル )』 ブッ クの 「mrouted.conf File」 のセクシ ョ ンを参照して ください。
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NICI 2.6.4 がインス トールされているこ とを確認して ください。

NICI 2.6.4 がまだインス トールされていない場合は、 eDirectory のインス トールの実
行中に NICI 2.6.4 のインス トールを要求するプロンプ トが表示されます。 NICI 2.6.4
が格納されているパッケージ名は NOVLniu0-2.6.4 on AIX です。

Novell eDirectory操作のセキュ リ テ ィ を確保するには、NICI基本キーファイルが必要
になり ます。

評価用ライセンスは Novell eDirectory Eval License Download (http://www.novell.com/
products/edirectory/licenses/eval_87.html) Web サイ トで取得できます。 NICI 基本キー
を使用しない場合、 認証局および暗号化キーオブジェク トは作成できません。

ツ リー内にサーバが複数存在する場合は、 すべてのネッ ト ワークサーバの時刻を同
期します。

時刻の同期は、 NTP( ネッ ト ワーク時刻プロ ト コル ) の xntpd.nlm を使用して行いま
す。 Linux、 Solaris、 AIX、 または HP-UX システムと NetWare® サーバの時刻を同期
するには、 timesync.nlm 5.09 以降を使用してください。

セカンダ リ サーバをインス トールする場合は、 製品をインス トールするパーテ ィ
シ ョ ン内のレプリ カがすべて、 オンの状態になっている必要があ り ます。

ハードウェア要件

ハードウェア要件は、 eDirectory の実装条件によって異な り ます。

たと えば、標準スキーマを使用する基本的な Novell eDirectory のインスト ールでは、50,000
ユーザごと に約 74MB の空き容量が必要です。 ただし、 新しい属性のセッ ト を追加した
り 、 既存の属性をすべて使用すると 、 オブジェク ト のサイズは拡大します。 それに対応
して、 必要な空きディ スク容量、 プロセッ サ、 およびメ モリ が変わり ます。

キャ ッシュ メモ リの量およびプロセッサの速度の 2 つの要素が、パフォーマンスの向上
に関係します。

最適な結果を得るためには、できるだけ多くの DIB セッ ト をキャ ッシュに入れるよ うに
します。

eDirectory はシングルプロセッサ上で良好に動作します。 ただし、 eDirectory 8.7.3 では、
マルチプロセッサの利点を活用できます。 プロセッサを追加する と、 ログイン時のパ
フォーマンスが向上するほかに、複数のプロセッサ上で複数のスレッ ドをアクティブに
できるなどの利点があ り ます。 eDirectory 自体は、 プロセッサ集約型ではなく、 入出力
集約型です。

次の表に、 Novell eDirectory for AIX の一般的なシステム要件を示します。

必要なプロセッサは、 コンピュータで利用できる追加サービス、 およびコンピュータが
処理している認証と読み書きの数に応じて、表に示されている値よ り も増える場合があ
り ます。 暗号化や索引付けなどの処理では、 プロセッサが集中して使用されるこ とがあ
り ます。 

オブジェクト プロセッサ メモリ ハードディスク

100,000 RS/6000 344MB 144MB

100 万 RS/6000 2GB 1.5GB

1000 万 RS/6000 2GB 以上 15GB
44   Novell eDirectory 8.7.3 インストールガイド

http://www.novell.com/products/edirectory/licenses/eval_87.html


    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
バックリンク処理の強制実行

Novell eDirectory にアップグレードする と内部 eDirectory 識別情報が変わるため、 オブ
ジェク トの整合性を保つために、バッ ク リ ンク されたオブジェ ク ト を更新するバッ ク リ
ンク処理を行う必要があ り ます。

バッ ク リ ンクでは、 他のサーバ上のオブジェク トへの外部参照が追跡されます。 バッ ク
リ ンク処理は、 サーバ上の各外部参照について、 実オブジェク トが正しい位置に存在す
る こ と を確認するほか、 マスタレプ リ カのすべてのバッ ク リ ン ク属性を確認します。
バッ ク リ ンク処理はローカルデータベースのオープンの 2 時間後に実行され、 その後
780 分 (13 時間 ) ごとに実行されます。 実行間隔には、 2 分から 10,080 分 (7 日 ) までの
任意の値を設定できます。

eDirectory に移行した後、 ndstrace -l>log& コマンドを発行して、 ndstrace 処理を開始しま
す。 この処理はバッ クグラウンドで実行されます。 ndstrace のコマンドプロンプ トから
ndstrace -c set ndstrace=*B コマンドを発行してバッ ク リ ンクを強制実行するこができま
す。 ndstrace -u コマンドを発行する と、 ndstrace 処理をアンロードできます。バッ ク リ ン
ク処理の実行は、 レプ リ カが存在しないサーバ上では特に重要です。

eDirectory をアップグレードする 
eDirectory 8.7 または 8.7.1 を eDirectory 8.7.3 にアップグレードするには、 次のコマンド
を入力します。

nds-install

eDirectory をインストールする 
次のセクシ ョ ンでは、 Novell eDirectory の AIX へのインス トールについて説明します。 

45 ページの 「eDirectory での SLP の使用」

46 ページの 「nds-install ユーティ リ テ ィ を使用して、 eDirectory コンポーネン ト をイ
ンス トールする」

48 ページの 「ndsconfig ユーティ リ ティ を使用して、 eDirectory レプ リ カサーバを追
加または削除する」

50 ページの 「ndsconfig を使用して、 コンテナ名にド ッ ト を使用したツ リーに AIX
サーバをインス トールする」

50 ページの 「nmasinst ユーティ リ テ ィ を使用して NMAS を設定する」

eDirectory での SLP の使用

ツ リー名の解決に SLP の使用を予定している場合、 SLP を適切に設定し、 SLP DA が安
定している必要があ り ます。 SLP を使用する予定がない場合は、 フラ ッ ト フ ァ イルの
hosts.nds を使用してサーバ参照に対するツ リー名を解決できます。SLP DAがネッ ト ワー
クに存在しない場合、hosts.nds ファ イルを使用して SLP マルチキャス トによる遅延を回
避できます。

hosts.nds は、 eDirectory アプ リ ケーシ ョ ンによって使用されるスタティ ッ クなルッ ク
アップテーブルで、 eDirectory パーティシ ョ ンおよびサーバを検索します。 詳細につい
ては、 hosts.nds のマニュアルページを参照して ください。

注 : ツリー名を解決し、eDirectory ツリーがアドバタイズされたことを確認するために SLP を使用する場合
は、eDirectory および SLP のインストールが完了した後で次のように入力してください。

/usr/bin/slpinfo -s "ndap.novell///(svcname-ws==[treename or *])"
詳細については、 77 ページの付録 B、 「OpenSLP for eDirectory の設定」 を参照してくだ
さい。
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nds-install ユーティリティを使用して、eDirectory コンポーネントをインストールする

nds-install ユーティ リ テ ィ を使用して、eDirectory コンポーネン ト を AIX システムにイン
ス トールします。 このユーティ リ ティは、 AIX プラ ッ ト フォーム用の CD の Setup ディ
レク ト リにあ り ます。 このユーティ リ テ ィでは、 インス トール対象と して選択したコン
ポーネン トに基づいて、 必要なパッケージが追加されます。

1 ホス トに Root と してログインします。

2 セッ ト アップディ レク ト リから次のコマンドを入力します。

./nds-install
eDirectory コンポーネン ト をインス トールするには、 次の構文を使用します。

nds-install [-c component1 [-c component2]...][-h] 
[-n License file path] [-i]

コマンド ラ インに必要なパラ メータを入力していない場合、 パラ メータを要求する
プロンプ トが nds-install ユーティ リ テ ィに表示されます。

次の表では、 nds-install ユーティ リ テ ィのパラ メータを説明します。

たとえば、Novell eDirectory Server パッケージをインス トールするには、次のコマン
ドを入力します。

./nds-install -c server -n /var

3 指示に従って、 使用許諾契約に同意します。

インス トールプログラムによって、 インス トールできる eDirectory コンポーネン ト
の リ ス トが表示されます。

4 インス トールするコンポーネン トに対応するオプシ ョ ンを指定します。

インス トール対象と して選択したコンポーネン トに基づいて、 該当する RPM また
はパッケージがインス トールプログラムによってAIX システムにインス トールされ
ます。 次の表では、 各 eDirectory コンポーネン トにインス トールされたパッケージ
の リ ス ト を示します。

nds-install パラメータ 説明

-c 利用可能なパッケージに基づいて、インストールするコンポーネントを
指定します。-c オプションを複数指定すると、複数のコンポーネントを

インストールできます。

-h nds-install のヘルプを表示します。

-n ライセンスファイルへのパスを指定します。

-i DIB がアップグレード時に検出された場合、nds-install スクリプトは

ndsconfig アップグレードを呼び出しません。
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5 画面の指示に従って、 ラ イセンスファ イルの完全パスを入力します。

インス トールプログラムがデフォルトの場所 (/var、 マウン ト されたライセンスディ
スク、 または現在のディ レク ト リ ) にファ イルを見つけられなかった場合のみ、 ラ
イセンスファ イルへの完全パスの入力を要求するプロンプ トが表示されます。

入力したパスが有効でない場合、 正しいパスを入力するよ う再度指示されます。

インス トール後に eDirectory サーバを設定するには、 ndsconfig ユーティ リ テ ィ を使
用します。 ただし、 その場合はライセンスファ イルが /var ディ レク ト リにコピーさ
れているこ とを確認する必要があ り ます。

サーバコンポーネン トの一部と して、NMASTM (Novell Modular Authentication ServiceTM)
がインス トールされます。 デフォルトでは、 ndsconfig を使用して NMAS を設定し
ます。 また、 インス トール後に NMAS サーバを設定するには、 nmasinst ユーティ リ
テ ィ を使用します。 NMAS サーバの設定は、 ndsconfig を使用して eDirectory の設定
を行ってから実行する必要があ り ます。

eDirectory コンポーネント インストールされるパッケージ 説明

eDirectory サーバ NDSbase
NDScommon
NDSmasv
NDSserv
NDSimon
NDSrepair
NDSslp
NDSdexvnt
NOVLsubag
NOVLsnmp
NOVLpkit
NOVLpkis
NOVLpkia
NOVLembox
NOVLlmgnt
NOVLstlog
NOVLxis
NLDAPsdk
NLDAPbase
NOVLsas
NOVLntls
NOVLnmas

指定したサーバに、eDirectory
レプリカサーバがインストー
ルされます。

管理ユーティリティ NOVLice
NDSbase
NLDAPbase
NLDAPsdk
NOVLpkia
NOVLxis
NOVLlmgnt

指定したワークステーション
に、Novell インポート / エクス

ポート変換ユーティリティお
よび LDAP ツール管理ユー

ティリティがインストールさ
れます。

eDirectory 管理コンソール NDSbase
NDSslp

指定したワークステーション
に、eDirectory 管理コンソール

がインストールされます。
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ndsconfig ユーティ リ ティの詳細については、63 ページの「ndsconfig ユーティ リ テ ィ」
を参照して ください。

nmasinst ユーティ リ テ ィの詳細については、 50 ページの 「nmasinst ユーティ リ テ ィ
を使用して NMAS を設定する」 を参照して ください。

ndsconfig ユーティリティを使用して、eDirectory レプリカサーバを追加または削除
する

ndsconfig ユーティ リ テ ィ を使用するには、 管理者の権利を持っている必要があ り ます。
引数付きでこのユーティ リ テ ィ を使用した場合は、 すべての引数が確認され、 管理者の
権利を持つユーザのパスワード入力を要求するプロンプ トが表示されます。引数なしで
ndsconfig ユーティ リ ティ を使用した場合は、このユーティ リ テ ィに関する説明と利用可
能なオプシ ョ ンが表示されます。 このユーティ リ テ ィでは、 eDirectory レプ リ カサーバ
を削除した り、 eDirectory サーバの現在の設定を変更するこ と もできます。 詳細につい
ては、 63 ページの 「ndsconfig ユーティ リ テ ィ」 を参照して ください。

新しいツリーの作成

次の構文を使用します。

ndsconfig new -t treename -n server context -a admin FDN [-i] [-S server name] 
[-d path for dib] [-m module] [e] [-L ldap port] [-l SSL port] [-o http port] 
-O https port] 

指定したツ リー名と コンテキス トの新しいツ リーがインス トールされます。 

変数 tree_name、 admin FDN および server context は、 使用できる文字数に制限があ り ま
す。 これらの変数に使用できる最大文字数は次のとおりです。

tree_name: 32 文字

admin-FDN: 64 文字

server context: 64 文字

コマンド ラ インにパラ メータが指定されていない場合、指定されていない各パラ メータ
に値を入力するよ う求めるプロンプ トが ndsconfig によって表示されます。

また、 次の構文も使用できます。

ndsconfig def -t treename -n server context -a admin FDN [-i] [-S server name] 
[-d path for dib] [-m module] [e] [-L ldap port] [-l SSL port] [-o http port] 
-O https port]

指定したツ リー名と コンテキス トの新しいツ リーがインス トールされます。 コマンド ラ
インにパラ メータが指定されていない場合、 ndsconfig によって、指定されていない各パ
ラ メータにデフォルト値が適用されます。

たとえば、 新しいツ リーを作成するには、 次のよ うにコマンドを入力します。

ndsconfig new -t corp-tree -n o=company -a cn=admin.o=company

既存のツリーにサーバを追加する

次の構文を使用します。

ndsconfig add -t treename -n server context -a admin FDN [-e] [-L ldap port] 
[-l SSL port] [-o http port] -O https port] [-S server name] [-d path for dib] 
[-p IP address] [-m module]
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既存のツ リーの指定したコンテキス ト に、 新しいサーバが追加されます。 サーバオブ
ジェク トの追加先と して指定したコンテキス トが存在しない場合は、ndsconfig によって
該当するコンテキス トが作成され、 サーバが追加されます。

既存のツ リーへ eDirectory をインス トールした後で、 LDAP およびセキュ リ ティサービ
スを追加するこ と もできます。 

たとえば、 新しいツ リーをサーバに追加するには、 次のよ うにコマンドを入力します。

ndsconfig add -t corp-tree -n o=company -a cn=admin.o=company

ツリーからサーバオブジェクトおよびディレクトリサービスを削除する

次の構文を使用します。

ndsconfig rm -a admin FDN

サーバから eDirectory およびデータベースが削除されます。

注 : iMonitor を使用して作成した HTML ファイルは削除されません。これらのファイルは、eDirectory を削
除する前に手動で削除する必要があります。

たとえば、 eDirectory サーバオブジェク ト とディ レク ト リサービスをツ リーから削除す
るには、 次のコマンドを入力します。

ndsconfig rm -a cn=admin.o=company

ndsconfig ユーティリティパラメータ

ndsconfig のパラメータ 説明

new 新しい eDirectory ツリーを作成します。コマンドラインにパラメータが

指定されていない場合、指定されていない各パラメータに値を入力する
よう求めるプロンプトが ndsconfig によって表示されます。

def 新しい eDirectory ツリーを作成します。コマンドラインにパラメータが

指定されていない場合、ndsconfig によって、指定されていない各パラ

メータにデフォルト値が適用されます。

add 既存のツリーにサーバを追加します。

rm サーバオブジェクトとディレクトリサービスをツリーから削除します。

-i 新しいツリーをインストールするときに、同じ名前のツリーが存在して
も無視します。通常、このオプションの使用はお勧めできません。

-S サーバ名を指定します。デフォルトのサーバ名は host name です。

-t サーバの追加先のツリー名です。このパラメータが指定されていない場
合、ndsconfig は etc/nds.conf ファイル内の n4u.base.tree-name パラメー

タに指定されているツリー名を採用します。 

-n サーバオブジェクトを追加するサーバのコンテキストです。このパラ
メータが指定されていない場合、ndsconfig は /etc/nds.conf ファイルの

n4u.nds.server-contextパラメータに指定されているコンテキストを採用

します。 

-d データベースファイルの格納先になる場所のディレクトリパスです。

-L LDAP サーバの TCP ポート番号です。

-l LDAP サーバの SSL ポート番号です。
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ndsconfig を使用して、コンテナ名にドットを使用したツリーに AIX サーバをインス
トールする

ndsconfigを使用して、名前にド ッ ト を使用したコンテナ(novell.comなど)を含むeDirectory
ツ リーに AIX サーバをインス トールできます。

ndsconfig はコマンド ラ インユーティ リ ティのため、名前にド ッ ト を含むコンテナを使用
する とそれらのド ッ ト をエスケープするよ うに要求され、 これらのコンテキス ト を含む
パラ メータは二重引用符で囲む必要があ り ます。 たとえば、 O の名前に 「O=novell.com」
を使用している AIX サーバに新しい eDirectory のツ リーをインス トールするには、次の
コマンドを使用します。

ndsconfig new -a “admin.novell\.com” -t novell_tree -n “OU=servers.O=novell\.com”

Admin 名と コンテキス トおよびサーバコンテキス トパラ メータを二重引用符で囲み、
novell.com のド ッ ト ( 「.」 ) を円記号 ( 「¥」 ) を使用してエスケープします。

このフォーマッ ト は、既存のツリ ーにサーバをインスト ールする場合にも使用できます。

注 : ndsrepair、ndsbackup、ndsmerge、ndslogin、および ldapconfig などのユーティリティを使用して、ドッ

トを含む admin 名およびコンテキストを入力する場合もこのフォーマットを使用する必要があります。

nmasinst ユーティリティを使用して NMAS を設定する 
eDirectory 8.7.3 のデフォル トでは、 ndsconfig を使用して NMAS を設定します。 Linux、
Solaris、AIX、および HP-UX システムでは、nmasinst ユーティ リ テ ィ を使用して、NMAS
を設定するこ と もできます。

-a サーバオブジェクトとディレクトリサービスの作成先コンテキストに対
するスーパバイザ権を持つユーザオブジェクトの識別名です。

-e LDAP オブジェクトのクリアテキストパスワードを有効にします。

-p 既存のツリーに eDirectory サーバをインストールします。引数として、

このツリーを格納するサーバの IP アドレスを指定します。このオプショ

ンを使用する場合、ツリーの検索に SLP は使用されません。

-m インストールするモジュール名を指定します。新しいツリーをインス
トールするときは、DS モジュールだけをインストールできます。DS モ

ジュールのインストール後、add コマンドを使用して NMAS、LDAP、
SAS、HTTP および SNMP サービスを追加できます。モジュール名が指

定されていない場合、デフォルトでは 5 つすべてのモジュールがインス

トールされます。

-o HTTP クリアポート番号を指定します。

-O HTTP セキュアポート番号を指定します。

set 指定した eDirectory 環境設定パラメータに対して値を設定します。パラ

メータリストが指定されていない場合は、ndsconfigはすべてのeDirectory
環境設定パラメータを表示します。

get eDirectory 環境設定パラメータの現在の値を表示します。

get help eDirectory 環境設定パラメータに関するヘルプを表示します。

ndsconfig のパラメータ 説明
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ndsconfig は NMAS を設定するためだけに使用するもので、 ログイン メ ソ ッ ドのインス
トールは行いません。 これらのログイン メ ソ ッ ドをインス トールするには、 nmasinst を
使用できます。

重要 : NMAS ログインメソッドをインストールする前に、ndsconfig を使用して eDirectory を設定する必要が
あります。ツリーに対するスーパーバイザ権も必要です。

51 ページの 「NMAS を設定する」

51 ページの 「ログイン メ ソ ッ ドのインス トール」

NMAS を設定する

デフォルトでは、 ndsconfig を使用して NMAS を設定します。 nmasinst を同じ目的で使
用するこ と もできます。

NMAS を設定し、 eDirectory に NMAS オブジェク ト を作成するには、 サーバコンソール
のコマンド ラ インで次のコマンドを入力します。

nmasinst -i admin.context tree_name
パスワードを要求するプロンプ トが nmasinst に表示されます。 

このコマンドでは NMAS に必要なセキュ リ テ ィ コンテナ内にオブジェク トが作成され、
eDirectory 内の LDAP サーバオブジェク トの NMAS に対する LDAP 拡張がインス トール
されます。

ツ リー内で最初の NMAS のインス トールの場合、 セキュ リテ ィ コンテナ内にオブジェ
ク ト を作成できる十分な権利を持ったユーザがインス トールする必要があ り ます。ただ
し、それ以降のインス トールはセキュ リ ティ コンテナに対して読み込み専用の権利のみ
を持つコンテナ管理者も実行できます。 nmasinst では、 NMAS オブジェク トの作成を実
行する前に、 セキュ リ テ ィ コンテナ内に NMAS オブジェク トが存在するかど うかを確
認します。

nmasinst ではスキーマを拡張できません。 NMAS スキーマは eDirectory のベーススキー
マの一部と してインス トールされます。

ログインメソッドのインストール

nmasinst を使用してログイン メ ソ ッ ドをインス トールするには、 サーバコンソールのコ
マンド ラ インで次のコマンドを入力してください。

nmasinst -addmethod admin.context tree_name config.txt_path
最後のパラ メータで、 インス トールするログイン メ ソ ッ ドの config.txt ファ イルを指定
します。 config.txt ファ イルは各ログイン メ ソ ッ ドに付属して提供されます。

-addmethod コマンドの一例を次に示します。

nmasinst -addmethod admin.novell MY_TREE ./nmas-methods/novell/Simple 
Password/config.txt

ログイン メ ソ ッ ドがすでに存在する場合は、 nmasinst によって更新されます。 

詳細については、『Novell Modular Authentication Service Administration Guide(Novell Modular
Authentication Service管理ガイ ド )』の「Managing Login and Post-Login Methods and Sequences
(http://www.novell.com/documentation/japanese/nmas22/admin/data/a53vj9a.html)」を参照して
ください。
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6 Novell eDirectoryのHP-UXへのインストールまたは
アップグレード

HP-UX* サーバに Novell® eDirectoryTM 8.7.3 をインス トールまたはアップグレードするに
は、 次の情報を参照して ください。

53 ページの 「システム要件」

54 ページの 「前提条件」

54 ページの 「ハード ウェア要件」

55 ページの 「バッ ク リ ンク処理の強制実行」

55 ページの 「eDirectory をアップグレードする」

55 ページの 「eDirectory をインス トールする」

システム要件

HP-UX 11i オペレーティングシステム

パッチ PHSS_26560 を使用して OS が更新されているこ とを確認してください。 こ
のパッチは、 HP IT Resource Center (http://www.itrc.hp.com) > maintenance and support
for HP products からダウンロードできます。

注 :  パッチ PHSS_28436 をインストールしている場合は、パッチ PHSS_28436 をアンインストールし

てからパッチ PHSS_26560 をインストールすることをお勧めします。

HP-UX 11i Quality Pack (GOLDQPK11i) がインス トールされているこ とを確認して く
だ さ い。 HP-UX 11i Quality Pack は、 HP Support Plus Quality Pack Bundles (http://
www.software.hp.com/SUPPORT_PLUS/qpk.html#N0.110) からダウンロード してイン
ス トールして ください。

PA-RISC 2.0 プロセッサ

最低 256MB の RAM

300MB の空きハードディ スク容量

gettext がインス トールされているこ とを確認して ください。 libiconv は、 The HP-UX
Porting and Archive Center (http://hpux.connect.org.uk/hppd/hpux/Gnu) からダウンロード
できます。

libiconv がインス トールされているこ とを確認して ください。libiconv は、The HP-UX
Porting and Archive Center (http://hpux.connect.org.uk/hppd/hpux/Development/Libraries)
からダウンロードできます。

注 : ConsoleOne は、HP-UX 上ではサポートされていません。ConsoleOne を使用する場合は、Windows、
Linux、および Solaris などのその他のプラットフォームを使用します。
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前提条件

マルチキャス トルーティングを使用するために Linux ホス ト を有効にします。 

HP-UX システムの場合は、 次のコマンドを入力します。

/usr/bin/netstat -nr

ルーティングテーブルに、 次のエン ト リがあればマルチキャス トルーティ ングが有
効になっています。

224.0.0.0 host_IP_address

このエン ト リがない場合は、 Root と してログインし、 次のコマンドを入力してマル
チキャス トルーティングを有効にします。

route add 224.0.0.0 host_IP_address or gateway

NICI 2.6.4 がインス トールされているこ とを確認して ください。

NICI 2.6.4 がまだインス トールされていない場合は、 eDirectory のインス トールの実
行中に NICI 2.6.4 のインス トールを要求するプロンプ トが表示されます。 NICI 2.6.4
が格納されているパッケージ名は NOVLniu0.depot on HP-UX です。

Novell eDirectory操作のセキュ リ テ ィ を確保するには、NICI基本キーファイルが必要
になり ます。

評価用ライセンスは Novell eDirectory Eval License Download (http://www.novell.com/
products/edirectory/licenses/eval_87.html) Web サイ トで取得できます。 NICI 基本キー
を使用しない場合、 認証局および暗号化キーオブジェク トは作成できません。

ツ リー内にサーバが複数存在する場合は、 すべてのネッ ト ワークサーバの時刻を同
期します。

時刻の同期は、 NTP( ネッ ト ワーク時刻プロ ト コル ) の xntpd を使用して行います。
Linux、 Solaris、 AIX、 または HP-UX システムと NetWare® サーバの時刻を同期する
には、 timesync.nlm 5.09 以降を使用してください。

セカンダ リ サーバをインス トールする場合は、 製品をインス トールするパーテ ィ
シ ョ ン内のレプリ カがすべて、 オンの状態になっている必要があ り ます。

ハードウェア要件

ハードウェア要件は、 eDirectory の実装条件によって異なり ます。 キャ ッシュ メモ リの量
およびプロセッサの速度の 2 つの要素が、 パフォーマンスの向上に関係します。 最適な
結果を得るためには、できるだけ多くの DIB セッ ト をキャ ッシュに入れるよ うにします。

eDirectory はシングルプロセッサ上で良好に動作します。 ただし、 Novell eDirectory 8.7.3
では、 マルチプロセッサの利点を活用できます。 プロセッサを追加する と、 ログイン時
のパフォーマンスが向上するほかに、複数のプロセッサ上で複数のスレッ ドをアクティ
ブにできるなどの利点があ り ます。 eDirectory 自体は、 プロセッサ集約型ではなく、 入
出力集約型です。

次の表に、 Novell eDirectory for HP-UX の一般的なシステム要件を示します。

オブジェクト プロセッサ メモリ ハードディスク

100,000 PA-RISC 2.0 384MB 144MB

100 万 PA-RISC 2.0 2GB 1.5GB

1,000 万 PA-RISC 2.0 2GB 以上 15GB
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必要なプロセッサは、 コンピュータで利用できる追加サービス、 およびコンピュータが
処理している認証と読み書きの数に応じて、表に示されている値よ り も増える場合があ
り ます。 暗号化や索引付けなどの処理では、 プロセッサが集中して使用されるこ とがあ
り ます。 

バックリンク処理の強制実行

Novell eDirectory にアップグレードする と内部 eDirectory 識別情報が変わるため、 オブ
ジェク トの整合性を保つために、バッ ク リ ンク されたオブジェ ク ト を更新するバッ ク リ
ンク処理を行う必要があ り ます。

バッ ク リ ンクでは、 他のサーバ上のオブジェク トへの外部参照が追跡されます。 バッ ク
リ ンク処理は、 サーバ上の各外部参照について、 実オブジェク トが正しい位置に存在す
る こ と を確認するほか、 マスタレプ リ カのすべてのバッ ク リ ン ク属性を確認します。
バッ ク リ ンク処理はローカルデータベースのオープンの 2 時間後に実行され、 その後
780 分 (13 時間 ) ごとに実行されます。 実行間隔には、 2 分から 10,080 分 (7 日 ) までの
任意の値を設定できます。

eDirectory に移行した後、 ndstrace -l>log& コマンドを発行して、 ndstrace 処理を開始しま
す。 この処理はバッ クグラウンドで実行されます。 ndstrace のコマンドプロンプ トから
ndstrace -c SET DSTRACE=*B コマンドを発行してバッ ク リ ンクを強制実行するこができ
ます。 ndstrace -u コマンドを発行する と、 ndstrace 処理をアンロードできます。バッ ク リ
ンク処理の実行は、 レプ リ カが存在しないサーバ上では特に重要です。

eDirectory をアップグレードする 
eDirectory 8.7.1 を eDirectory 8.7.3 にアップグレードするには、次のコマンドを入力します。

nds-install

eDirectory をインストールする 
次のセクシ ョ ンでは、Novell eDirectoryのHP-UXへのインス トールについて説明します。 

55 ページの 「HP-UX での OpenSLP の使用」

57 ページの 「nds-install ユーティ リ テ ィ を使用して、 eDirectory コンポーネン ト をイ
ンス トールする」

59 ページの 「ndsconfig ユーティ リ ティ を使用して、 eDirectory レプ リ カサーバを追
加または削除する」

61 ページの 「ndsconfig を使用して、 コンテナ名にド ッ ト を使用したツ リーに HP-UX
サーバをインス トールする」

61 ページの 「nmasinst ユーティ リ テ ィ を使用して NMAS を設定する」

HP-UX での OpenSLP の使用

OpenSLP を使用して、 ダイナミ ッ クなツ リーの検索ができます。 

コンピュータに OpenSLP がインス トールされていない場合は、 スタティ ッ クファ イル /
etc/hosts.nds を使用してネッ ト ワーク中からツ リーの場所を探すこ とができます。
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/etc/hosts.nds へのエン ト リのフォーマッ トは次のとおりです。

.TREE_NAME.<IP address of the server hosting the tree>

詳細については、 hosts.nds マニュアルページを参照して ください。

OpenSLP のインストールと設定

1 OpenSLP for HP-UX は、 http://www.software.hp.com/cgi-bin/swdepot_parser.cgi/cgi/
displayProductInfo.pl?productNumber=HPUXSLP からダウンロード してインス トール
します。

2 SLP デーモンは、 ディ レク ト リエージェン ト またはサービスエージェン ト と して機
能するよ うに設定できます。 どちらの場合でも、 SLP デーモンを起動する前に次の
変更を加える必要があ り ます。

SLPデーモンをディ レク ト リエージェン ト (DA)に設定する場合は、SLP環境設定
ファイルの /etc/slp.conf にある次の行をコ メン トからはずして ください。

net.slp.DAAddresses = <IP address of the machine>

net.slp.isDA = true

SLPデーモンをサービスエージェン トに設定する場合は、SLP環境設定ファ イル
の /etc/slp.conf にある次の行をコ メン トからはずして ください。

net.slp.isDA = false

DA をネッ ト ワーク内で設定する場合は、SLP デーモンを設定する と きに SLP 環
境設定ファ イルの /etc/slp.conf にある次の行をコ メン トからはずしてください。

net.slp.DAAddresses = <IP address of the Directory Agent in the network>

3 DAが設定されていない場合は、システムがマルチキャス トルーティングを使用でき
るよ うに設定されているこ とを確認して ください。

マルチキャス トルーティングを使用するためにホス トが有効になっているこ とを確
認するには、 次のコマンドを入力します。

/usr/bin/netstat -nr
ルーティングテーブルに、 次のエン ト リがあればマルチキャス トルーティ ングが有
効になっています。

224.0.0.0 <host_IP_address/gateway>

このエン ト リがない場合は、 Root と してログインし、 次のコマンドを入力してマル
チキャス トルーティングを有効にします。 
route add  224.0.0.0   host_IP_address/gateway

4 Solaris、Linux、AIX、および HP-UX でその他の eDirectory レプ リ カを作成する場合で、
Native SLP も インス トールされている場合は、 次のコマンドを使用して、
NDS_SLP_VERSION を 2 にエクスポート して Open SLP を使用しているこ とを確認
して ください。

export NDS_SLP_VERSION=2
5 NDS_SLP デーモンを停止します。

6 SLP デーモンを起動するには、 次のコマンドを入力します。

/usr/bin/slpdc start
56   Novell eDirectory 8.7.3 インストールガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  28 October 2003
nds-install ユーティリティを使用して、eDirectory コンポーネントをインストールする

nds-install ユーティ リ テ ィ を使用して、 eDirectory コンポーネン ト を HP-UX システムに
インス トールします。このユーティ リ テ ィは、HP-UX プラ ッ ト フォーム用の CD の Setup
ディ レク ト リにあ り ます。 このユーティ リ テ ィでは、 インス トール対象と して選択した
コンポーネン トに基づいて、 必要なパッケージが追加されます。

1 ホス トに Root と してログインします。

2 セッ ト アップディ レク ト リから次のコマンドを入力します。

./nds-install

eDirectory コンポーネン ト をインス トールするには、 次の構文を使用します。

nds-install [-c component1 [-c component2]...][-h] 
[-n License file path] [-i]

コマンド ラ インに必要なパラ メータを入力していない場合、 パラ メータを要求する
プロンプ トが nds-install ユーティ リ テ ィに表示されます。

次の表では、 nds-install ユーティ リ テ ィのパラ メータを説明します。

たとえば、Novell eDirectory Server パッケージをインス トールするには、次のコマン
ドを入力します。

./nds-install -c server -n /var

3 指示に従って、 使用許諾契約に同意します。

インス トールプログラムによって、 インス トールできる eDirectory コンポーネン ト
の リ ス トが表示されます。

4 インス トールするコンポーネン トに対応するオプシ ョ ンを指定します。

インス トール対象と して選択したコンポーネン トに基づいて、 該当する depot がイ
ンス トールプログラムによってインス トールされます。 次の表では、 各 eDirectory
コンポーネン トにインス トールされた depot のリ ス ト を示します。

nds-install パラメータ 説明

-c 利用可能なパッケージに基づいて、インストールするコンポーネント
を指定します。-c オプションを複数指定すると、複数のコンポーネン

トをインストールできます。

-h nds-install のヘルプを表示します。

-n ライセンスファイルへのパスを指定します。

-i DIB がアップグレード時に検出された場合、nds-install スクリプトは

ndsconfig アップグレードを呼び出しません。
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5 画面の指示に従って、 ラ イセンスファ イルの完全パスを入力します。

インス トールプログラムがデフォルトの場所 (/var、 マウン ト されたライセンスディ
スク、 または現在のディ レク ト リ ) にファ イルを見つけられなかった場合のみ、 ラ
イセンスファ イルへの完全パスの入力を要求するプロンプ トが表示されます。

入力したパスが有効でない場合、 正しいパスを入力するよ う再度指示されます。

インス トール後に eDirectory サーバを設定するには、 ndsconfig ユーティ リ テ ィ を使
用します。 ただし、 その場合はライセンスファ イルが /var ディ レク ト リにコピーさ
れているこ とを確認する必要があ り ます。

サーバコンポーネン トの一部と して、NMASTM (Novell Modular Authentication ServiceTM)
がインス トールされます。 デフォルトでは、 ndsconfig を使用して NMAS を設定し
ます。 また、 インス トール後に NMAS サーバを設定するには、 nmasinst ユーティ リ
テ ィ を使用します。 NMAS サーバの設定は、 ndsconfig を使用して eDirectory の設定
を行ってから実行する必要があ り ます。

eDirectory コンポーネント インストールされるパッケージ 説明

eDirectory サーバ NDSbase
NDScommon
NDSmasv
NDSserv
NDSimon
NDSrepair
NDSslp
NDSdexvnt
NOVLsubag
NOVLsnmp
NOVLpkit
NOVLpkis
NOVLpkia
NOVLembox
NOVLlmgnt
NOVLstlog
NOVLxis
NLDAPsdk
NLDAPbase
NOVLsas
NOVLntls
NOVLnmas

指定したサーバに、eDirectory レ

プリカサーバがインストールさ
れます。

管理ユーティリティ NOVLice
NDSbase
NLDAPbase
NLDAPsdk
NOVLpkia
NOVLxis
NOVLlmgnt

指定したワークステーションに、
Novell インポート / エクスポート

変換ユーティリティおよび LDAP
ツール管理ユーティリティがイ
ンストールされます。

eDirectory 管理コンソール NDSbase
NDSslp

指定したワークステーションに、
eDirectory 管理コンソールがイン

ストールされます。
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ndsconfig ユーティ リ ティの詳細については、63 ページの「ndsconfig ユーティ リ テ ィ」
を参照して ください。

nmasinst ユーティ リ テ ィの詳細については、 61 ページの 「nmasinst ユーティ リ テ ィ
を使用して NMAS を設定する」 を参照して ください。

ndsconfig ユーティリティを使用して、eDirectory レプリカサーバを追加または削除
する

ndsconfig ユーティ リ テ ィ を使用するには、 管理者の権利を持っている必要があ り ます。
引数付きでこのユーティ リ テ ィ を使用した場合は、 すべての引数が確認され、 管理者の
権利を持つユーザのパスワード入力を要求するプロンプ トが表示されます。引数なしで
ndsconfig ユーティ リ ティ を使用した場合は、このユーティ リ テ ィに関する説明と利用可
能なオプシ ョ ンが表示されます。 このユーティ リ テ ィでは、 eDirectory レプ リ カサーバ
を削除した り、 eDirectory サーバの現在の設定を変更するこ と もできます。 詳細につい
ては、 63 ページの 「ndsconfig ユーティ リ テ ィ」 を参照して ください。

新しいツリーの作成

次の構文を使用します。

ndsconfig new -t treename -n server context -a admin FDN [-i] [-S server name] 
[-d path for dib] [-m module] [e] [-L ldap port] [-l SSL port] [-o http port] 
-O https port] 

指定したツ リー名と コンテキス トの新しいツ リーがインス トールされます。 

変数 tree_name、 admin FDN および server context は、 使用できる文字数に制限があ り ま
す。 これらの変数に使用できる最大文字数は次のとおりです。

tree_name: 32 文字

admin-FDN: 64 文字

server context: 64 文字

コマンド ラ インにパラ メータが指定されていない場合、指定されていない各パラ メータ
に値を入力するよ う求めるプロンプ トが ndsconfig によって表示されます。

また、 次の構文も使用できます。

ndsconfig def -t treename -n server context -a admin FDN [-i] [-S server name] 
[-d path for dib] [-m module] [e] [-L ldap port] [-l SSL port] [-o http port] 
-O https port]

指定したツ リー名と コンテキス トの新しいツ リーがインス トールされます。 コマンド ラ
インにパラ メータが指定されていない場合、 ndsconfig によって、指定されていない各パ
ラ メータにデフォルト値が適用されます。

たとえば、 新しいツ リーを作成するには、 次のよ うにコマンドを入力します。

ndsconfig new -t corp-tree -n o=company -a cn=admin.o=company

既存のツリーにサーバを追加する

次の構文を使用します。

ndsconfig add -t treename -n server context -a admin FDN [-e] [-L ldap port] 
[-l SSL port] [-o http port] -O https port] [-S server name] [-d path for dib] 
[-p IP address] [-m module]
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既存のツ リーの指定したコンテキス ト に、 新しいサーバが追加されます。 サーバオブ
ジェク トの追加先と して指定したコンテキス トが存在しない場合は、ndsconfig によって
該当するコンテキス トが作成され、 サーバが追加されます。

既存のツ リーへ eDirectory をインス トールした後で、 LDAP およびセキュ リ ティサービ
スを追加するこ と もできます。 

たとえば、 新しいツ リーをサーバに追加するには、 次のよ うにコマンドを入力します。

ndsconfig add -t corp-tree -n o=company -a cn=admin.o=company

ツリーからサーバオブジェクトおよびディレクトリサービスを削除する

次の構文を使用します。

ndsconfig rm -a admin FDN

サーバから eDirectory およびデータベースが削除されます。

注 : iMonitor を使用して作成した HTML ファイルは削除されません。これらのファイルは、eDirectory を削
除する前に手動で削除する必要があります。

たとえば、 eDirectory サーバオブジェク ト とディ レク ト リサービスをツ リーから削除す
るには、 次のコマンドを入力します。

ndsconfig rm -a cn=admin.o=company

ndsconfig ユーティリティパラメータ

ndsconfig のパラメータ 説明

new 新しい eDirectory ツリーを作成します。コマンドラインにパラメータが

指定されていない場合、指定されていない各パラメータに値を入力する
よう求めるプロンプトが ndsconfig によって表示されます。

def 新しい eDirectory ツリーを作成します。コマンドラインにパラメータが

指定されていない場合、ndsconfig によって、指定されていない各パラ

メータにデフォルト値が適用されます。

add 既存のツリーにサーバを追加します。

rm サーバオブジェクトとディレクトリサービスをツリーから削除します。

-i 新しいツリーをインストールするときに、同じ名前のツリーが存在して
も無視します。通常、このオプションの使用はお勧めできません。

-S サーバ名を指定します。デフォルトのサーバ名は host name です。

-t サーバの追加先のツリー名です。このパラメータが指定されていない場
合、ndsconfig は etc/nds.conf ファイル内の n4u.base.tree-name パラメー

タに指定されているツリー名を採用します。 

-n サーバオブジェクトを追加するサーバのコンテキストです。このパラ
メータが指定されていない場合、ndsconfig は /etc/nds.conf ファイルの

n4u.nds.server-contextパラメータに指定されているコンテキストを採用

します。 

-d データベースファイルの格納先になる場所のディレクトリパスです。

-L LDAP サーバの TCP ポート番号です。

-l LDAP サーバの SSL ポート番号です。
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ndsconfig を使用して、コンテナ名にドットを使用したツリーに HP-UX サーバをイン
ストールする

ndsconfigを使用して、名前にド ッ ト を使用したコンテナ(novell.comなど)を含むeDirectory
ツ リーに HP-UX サーバをインス トールできます。

ndsconfig はコマンド ラ インユーティ リ ティのため、名前にド ッ ト を含むコンテナを使用
する とそれらのド ッ ト をエスケープするよ うに要求され、 これらのコンテキス ト を含む
パラ メータは二重引用符で囲む必要があ り ます。 たとえば、 O の名前に “O=novell.com“
を使用している HP-UX サーバに新しい eDirectory のツ リーをインス トールするには、次
のコマンドを使用します。

ndsconfig new -a “admin.novell\.com” -t novell_tree -n “OU=servers.O=novell\.com”

Admin 名と コンテキス トおよびサーバコンテキス トパラ メータを二重引用符で囲み、
novell.com のド ッ ト ( 「.」 ) を円記号 ( 「¥」 ) を使用してエスケープします。

このフォーマッ トは、既存のツ リーにサーバをインス トールする場合にも使用できます。

注 : ndsrepair、ndsbackup、ndsmerge、ndslogin、および ldapconfig などのユーティリティを使用して、ドッ

トを含む admin 名およびコンテキストを入力する場合もこのフォーマットを使用する必要があります。

nmasinst ユーティリティを使用して NMAS を設定する 
eDirectory 8.7.3 のデフォル トでは、 ndsconfig を使用して NMAS を設定します。 Linux、
Solaris、AIX、および HP-UX システムでは、nmasinst ユーティ リ テ ィ を使用して、NMAS
を設定するこ と もできます。

-a サーバオブジェクトとディレクトリサービスの作成先コンテキストに対
するスーパバイザ権を持つユーザオブジェクトの識別名です。

-e LDAP オブジェクトのクリアテキストパスワードを有効にします。

-p 既存のツリーに eDirectory サーバをインストールします。引数として、こ

のツリーを格納するサーバの IP アドレスを指定します。このオプション

を使用する場合、ツリーの検索に SLP は使用されません。

-m インストールするモジュール名を指定します。新しいツリーをインス
トールするときは、DS モジュールだけをインストールできます。DS モ

ジュールのインストール後、add コマンドを使用して NMAS、LDAP、
SAS、HTTP および SNMP サービスを追加できます。モジュール名が指

定されていない場合、デフォルトでは 5 つすべてのモジュールがインス

トールされます。

-o HTTP クリアポート番号を指定します。

-O HTTP セキュアポート番号を指定します。

set 指定した eDirectory 環境設定パラメータに対して値を設定します。パラ

メータリストが指定されていない場合は、ndsconfig はすべての

eDirectory 環境設定パラメータを表示します。

get eDirectory 環境設定パラメータの現在の値を表示します。

get help eDirectory 環境設定パラメータに関するヘルプを表示します。

ndsconfig のパラメータ 説明
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ndsconfig は NMAS を設定するためだけに使用するもので、 ログイン メ ソ ッ ドのインス
トールは行いません。 これらのログイン メ ソ ッ ドをインス トールするには、 nmasinst を
使用できます。

重要 : NMAS ログインメソッドをインストールする前に、ndsconfig を使用して eDirectory を設定する必要が
あります。ツリーに対するスーパーバイザ権も必要です。

41 ページの 「NMAS を設定する」

41 ページの 「ログイン メ ソ ッ ドのインス トール」

NMAS を設定する

デフォルトでは、 ndsconfig を使用して NMAS を設定します。 nmasinst を同じ目的で使
用するこ と もできます。

NMAS を設定し、 eDirectory に NMAS オブジェク ト を作成するには、 サーバコンソール
のコマンド ラ インで次のコマンドを入力します。

nmasinst -i admin.context tree_name
パスワードを要求するプロンプ トが nmasinst に表示されます。 

このコマンドでは NMAS に必要なセキュ リ テ ィ コンテナ内にオブジェク トが作成され、
eDirectory 内の LDAP サーバオブジェク トの NMAS に対する LDAP 拡張がインス トール
されます。

ツ リー内で最初の NMAS のインス トールの場合、 セキュ リテ ィ コンテナ内にオブジェ
ク ト を作成できる十分な権利を持ったユーザがインス トールする必要があ り ます。ただ
し、それ以降のインス トールはセキュ リ ティ コンテナに対して読み込み専用の権利のみ
を持つコンテナ管理者も実行できます。 nmasinst では、 NMAS オブジェク トの作成を実
行する前に、 セキュ リ テ ィ コンテナ内に NMAS オブジェク トが存在するかど うかを確
認します。

nmasinst ではスキーマを拡張できません。 NMAS スキーマは eDirectory のベーススキー
マの一部と してインス トールされます。

ログインメソッドのインストール

nmasinst を使用してログイン メ ソ ッ ドをインス トールするには、 サーバコンソールのコ
マンド ラ インで次のコマンドを入力してください。

nmasinst -addmethod admin.context tree_name config.txt_path
最後のパラ メータで、 インス トールするログイン メ ソ ッ ドの config.txt ファ イルを指定
します。 config.txt ファ イルは各ログイン メ ソ ッ ドに付属して提供されます。

-addmethod コマンドの一例を次に示します。

nmasinst -addmethod admin.novell MY_TREE ./nmas-methods/novell/Simple 
Password/config.txt

ログイン メ ソ ッ ドがすでに存在する場合は、 nmasinst によって更新されます。 

詳細については、『Novell Modular Authentication Service Administration Guide(Novell Modular
Authentication Service管理ガイ ド )』の「Managing Login and Post-Login Methods and Sequences
(http://www.novell.com/documentation/japanese/nmas22/admin/data/a53vj9a.html)」を参照して
ください。
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7 Linux、Solaris、AIX、または HP-UX システムでの
Novell eDirectory の設定

Novell® eDirectoryTM には、 Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX システム上のさまざまな
eDirectory コンポーネン トの環境設定を簡易化する環境設定ユーティ リテ ィが含まれて
います。 次のセクシ ョ ンでは、 eDirectory 環境設定コンポーネン トの機能および使用法
について説明します。

63 ページの 「環境設定ユーティ リ テ ィ」

64 ページの 「環境設定パラ メータ」

環境設定ユーティリティ 
このセクシ ョ ンでは、 次の eDirectory 環境設定ユーティ リ ティの使用法について説明し
ます。

63 ページの 「ndsconfig ユーティ リ ティ」

64 ページの 「ldapconfig ユーティ リ テ ィ を使用して、 LDAP サーバオブジェク トお
よび LDAP グループオブジェク ト を設定する」

64 ページの 「nmasinst ユーティ リ テ ィ を使用して、 Novell Modular Authentication 
Service を設定する」

ndsconfig ユーティリティ

ndsconfig ユーティ リ ティ を使用して、 eDirectory を設定できます。 このユーティ リ テ ィ
は、 既存のツ リーに eDirectory レプ リ カサーバを追加する と きや新しいツ リーを作成す
る と きにも使用できます。 詳細については、 28 ページの 「ndsconfig ユーティ リ テ ィ を
使用して、 eDirectory レプ リ カサーバを追加または削除する」 を参照してください。

注 : NCPTM サーバに、ネットワーク内で固有の名前が付けられていることを確認してください。

インス トールされているコンポーネン トの現在の設定を変更するには、次の構文を使用
します。

ndsconfig {set value_list | get [parameter_list] | get help [parameter_list]}

ndsconfig のパラ メータの説明については、 29 ページの 「ndsconfig ユーティ リ テ ィパラ
メータ」 を参照して ください。 
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ldapconfig ユーティリティを使用して、LDAP サーバオブジェクトおよび LDAP グ
ループオブジェクトを設定する

Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX システム上で LADP サーバオブジェ ク トおよび
LDAP グループオブジェク ト の属性を変更、 表示、 およびリ フレ ッシュする と きには、
LDAP 環境設定ユティ リ テ ィ ldapconfig を使用できます。 

詳細については、 『Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイ ド』 の 「UNIX の ldapconfig を使用す
る」 を参照して ください。

nmasinst ユーティリティを使用して、Novell Modular Authentication Service を設
定する

eDirectory 8.7.3 のデフォル トでは、 ndsconfig を使用して NMAS を設定します。 Linux、
Solaris、AIX、および HP-UX システムでは、nmasinst ユーティ リ テ ィ を使用して、NMAS
を設定するこ と もできます。

ndsconfig は NMAS を設定するためだけに使用するもので、 ログイン メ ソ ッ ドのインス
トールは行いません。 これらのログイン メ ソ ッ ドをインス トールするには、 nmasinst を
使用できます。詳細については、31 ページの「nmasinst ユーティ リ テ ィ を使用して NMAS
を設定する」 を参照して ください。

環境設定パラメータ

eDirectory 環境設定パラ メータは nds.conf ファ イルに格納されています。 

環境設定パラ メータを変更した場合、 新しい値を有効にするには ndsd を再起動する必
要があ り ます。 

ただし、 環境設定パラ メータによっては ndsd を再起動する必要がない場合があ り ます。
再起動の必要のないパラ メータは次のとおりです。 

n4u.nds.inactivity-synchronization-interval

n4u.nds.synchronization-restrictions

n4u.nds.janitor-interval

n4u.nds.backlink-interval

n4u.nds.drl-interval

n4u.nds.flatcleaning-interval

n4u.nds.server-state-up-thresholdn4u.nds.heartbeat-scheman4u.nds.heartbeat-data

次の表では、 すべての環境設定パラ メータの説明を示します。 

パラメータ 説明

n4u.nds.preferred-server eDirectory を格納するコンピュータのホスト名です。 

デフォルト値は NULL です。

n4u.base.tree-name Account Management が使用するツリー名です。この

必須パラメータは、Account Management のインス

トーラによって設定されます。管理者は、このパラメー
タを設定または変更することはできません。
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n4u.base.dclient.use-udp ディレクトリユーザエージェントは、eDirectory サー

バとの通信で、TCP の他に UDP も使用できます。こ

のパラメータにより、UDP 転送が可能になります。

デフォルト値は 0 です。

値の範囲は 0 または 1 です。

n4u.base.slp.max-wait SLP (Service Location Protocol) API 呼び出しのタイム

アウトです。

デフォルト値は 30 です。

値の範囲は 3 ～ 100 です。

n4u.nds.advertise-life-time 指定の時間が過ぎると、eDirectoryはディレクトリエー

ジェントに再び自己登録します。

デフォルト値は 3600 です。

値の範囲は 1 ～ 65535 です。

n4u.server.signature-level これにより、拡張セキュリティサポートのレベルが決
まります。この値を増やすとセキュリティは強化され
ますが、パフォーマンスは低下します。

デフォルト値は 1 です。

値の範囲は 0 ～ 3 です。

n4u.nds.dibdir eDirectory ディレクトリ情報データベースです。 

デフォルト値は /var/nds/dib です。

このパラメータはインストール時に設定されます。後
から変更することはできません。

n4u.nds.server-guid eDirectory サーバ全体で固有の識別子です。デフォル

ト値は NULL です。

n4u.nds.server-name eDirectory サーバの名前です。

デフォルト値は NULL です。

n4u.nds.bindery-context バインダリコンテキストの文字列です。

デフォルト値は NULL です。

n4u.nds.server-context eDirectory サーバの追加先コンテキストです。このパ

ラメータを設定または変更することはできません。

n4u.nds.external-reference-life-span 使用されていない外部参照を削除するまでの時間数
です。

デフォルト値は 192 です。

値の範囲は 1 ～ 384 です。

パラメータ 説明
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n4u.nds.inactivity-synchronization-interval レプリカの完全同期の実行後、サーバ上の eDirectory
に格納されている情報が 初に変更されてから次にレ
プリカの完全同期を実行するまでの時間間隔(分)です。

デフォルト値は 60 です。

値の範囲は 2 ～ 1440 です。

n4u.nds.synchronization-restrictions 値を Off に設定すると、eDirectory の任意のバージョン

と同期できます。値を On に設定すると、同期するバー

ジョン番号がパラメータで指定した値 (ON,420,421 な

ど ) に制限されます。

デフォルト値は Off です。

n4u.nds.janitor-interval eDirectory janitor 処理の実行間隔 ( 分 ) です。

デフォルト値は 2 です。

値の範囲は 1 ～ 10080 です。

n4u.nds.backlink-interval eDirectory バックリンクの整合性チェックの実行間隔

( 分 ) です。

デフォルト値は 780 です。

値の範囲は 2 ～ 10080 です。

n4u.nds.flatcleaning-interval flatcleaner 処理によるデータベースからのエントリの

自動パージおよび削除の実行間隔 ( 分 ) です。

デフォルト値は 720 です。

値の範囲は 1 ～ 720 です。

n4u.nds.server-state-up-threshold サーバの状態の UP しきい値 ( 分 ) です。このしきい値

に達すると、eDirectory はサーバの状態をチェックし、

その後 -625 エラーを戻します。

デフォルト値は 30 です。

値の範囲は 1 ～ 720 です。

n4u.nds.heartbeat-schema Heartbeat ベーススキーマの同期間隔 ( 分 ) です。

デフォルト値は 240 です。

値の範囲は 2 ～ 1440 です。

n4u.nds.heartbeat-data Heartbeat 同期間隔 ( 分 ) です。

デフォルト値は 60 です。

値の範囲は 2 ～ 1440 です。

n4u.nds.drl-interval eDirectory 分散リファレンスリンクの整合性チェック

の実行間隔 ( 分 ) です。

デフォルト値は 780 です。

値の範囲は 2 ～ 10080 です。

n4u.server.tcp-port n4u.server.interfacesパラメータでポート番号が指定さ

れなかった場合に使用されるデフォルトポートです。 

パラメータ 説明
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n4u.server.max-interfaces このパラメータは、eDirectoryが使用するインタフェー

スの 大数を指定します。有効な値の範囲は、1～2048
です。デフォルト値は 128 です。

n4u.server.max-openfiles このパラメータは、eDirectory が使用できるファイル

記述子の 大数を指定します。 

デフォルト値は、管理者によって設定される 大値です

n4u.ldap.lburp.transize    1 つの LBURP パケットで Novell インポート / エクス

ポートクライアントから LDAP サーバに送られるレ

コード数です。トランザクションのサイズを増やして、
1 つの要求で確実に複数の追加操作が実行できます。

デフォルト値は 25 です。

値の範囲は 1 ～ 250 です。

n4u.server.sid-caching SSL セッション ID の変更を有効にします。SSL のセッ

ション ID のキャッシュの詳細については、『SSL v3.0
RFC』を参照してください。

n4u.server.max-threads eDirectoryサーバが開始するスレッドの 大数です。こ

の数は、eDirectory サーバ内で同時に実行できる同時

並行操作の 大数です。

デフォルト値は 64 です。

値の範囲は 32 ～ 512 です。

n4u.server.idle-threads eDirectory サーバで許可されるアイドル状態のスレッ

ドの 大数です。

デフォルト値は 8 です。

値の範囲は 1 ～ 128 です。

n4u.nds.dofsync このパラメータを0に設定すると、大規模なデータベー

スでアップデートのパフォーマンスが大幅に上がりま
す。しかし、システムがクラッシュした場合にはデー
タベースが破損する危険があります。

n4u.server.configdir eDirectory 環境設定ファイルがここに配置されます。 

デフォルト値は /etc です。

n4u.server.vardir eDirectory およびユーティリティのログファイルがこ

こに配置されます。 

デフォルト値は /var/nds です。

n4u.server.libdir eDirectory の特定のライブラリがこの nds-modules
ディレクトリに配置されます。 

デフォルト値は /usr/lib です。

n4u.server.start-threads 初に開始されるスレッドの数です。 

デフォルト値は 8 です。

パラメータ 説明
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http.server.interfaces HTTP サーバが使用する必要のあるインタフェースの

コンマ区切りのリストです。

https.server.interfaces HTTPS が使用する必要のあるインタフェースのコン

マ区切りのリストです。

http.server.request-io-buffer-size IO バッファサイズのデフォルトです。

http.server.request_timeout-seconds サーバ要求のタイムアウトです。

http.server.keep-timeout-seconds 同じ接続上にある同じクライアントから次の要求を待
つ秒数です。

http.server.threads-per-processor プロセッサごとのHTTPスレッドプールのサイズです。

http.server.session-exp-seconds セッションの有効期間 ( 秒 ) です。

http.server.sadmin-passwd セッション管理者のパスワードです。

http.server.module-base HTTP サーバの Web ルートです。

https.server.cached-cert-dn 認証 DN をキャッシュした HTTPS サーバです。

https.server.cached-server-dn DN をキャッシュした HTTPS サーバです。

http.server.trace-level HTTP サーバの診断追跡レベルです。

http.server.auth-req-tls HTTP サーバ認証が TLS を要求します。

http.server.clear-port HTTP プロトコルのサーバポートです。

http.server.tls-port HTTPS プロトコルのサーバポートです。

パラメータ 説明
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8 Novell eDirectory のアンインストール

この章では、 次の情報について説明します。

69 ページの 「NetWare 上の eDirectory のアンインス トール」

70 ページの 「Windows 上の eDirectory のアンインス トール」

71 ページの 「Linux、 Solaris、 AIX、 または HP-UX での eDirectory のアンインス
トール」

NetWare 上の eDirectory のアンインストール

必要に応じて、 NetWare® サーバから eDirectoryTM を削除できます。

重要 : NetWare サーバから eDirectory を削除すると、NetWare ボリュームおよびファイルシステムはアクセ

ス不能になります。

eDirectory を削除すると、ロールフォワードログディレクトリおよびそれに含まれるすべてのログも削除さ

れます。このサーバの eDirectory の復元にログを使用する予定がある場合は、eDirectory を削除する前にロー
ルフォワードログを別の場所にコピーする必要があります。ロールフォワードログの詳細については、
『Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイド』の「ロールフォワードログを使用する」を参照してください。

1 サーバコンソールで、 NWCONFIG を実行します。

2 ［ディ レク ト リオプシ ョ ン］ > ［このサーバからのディ レク ト リサービスの削除］ の
順にク リ ッ ク します。 

3 表示される指示に従います。

eDirectory の再インストール

eDirectory のアンインス トールに NWCONFIG を使用した場合は、 次の手順に従って
eDirectory を再インス トールしてください。

1 sys:\system\schema\schema.cfg ファ イルを編集して、 次のエン ト リ をコ メン トからは
ずします。

ndps100.sch

ndps200.sch

ndps201.sch

2 NetWare コンソールから、 NWCONFIG を実行します。

3 ［プロダク トオプシ ョ ン］ > ［ リ ス トにはないプロダク トのインス トール］ の順に選
択します。

4 Novell eDirectory 8.7.3のインス トールパッケージが格納されている場所を指定します。 

詳細については、9 ページの 「Novell eDirectory 8.7.3 の NetWare へのインス トールま
たはアップグレード」 を参照して ください。
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Windows 上の eDirectory のアンインストール

Windowsの［コン ト ロールパネル］を使用して、Windowsサーバから eDirectory、ConsoleOne、
SLP DA、 および NICI を削除します。

重要 : eDirectory を削除すると、ロールフォワードログディレクトリおよびそれに含まれるすべてのログも

削除されます。このサーバの eDirectory の復元にログを使用する予定がある場合は、eDirectory を削除する
前にロールフォワードログを別の場所にコピーする必要があります。ロールフォワードログの詳細について
は、『Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイド』の「ロールフォワードログを使用する」を参照してください。

70 ページの 「eDirectory、 ConsoleOne、 および SLP DA の削除」

70 ページの 「アップグレードバージ ョ ンの eDirectory のアンインス トール」

70 ページの 「NICI のアンインス トール」

eDirectory、ConsoleOne、および SLP DA の削除

1 eDirectory がインス トールされている Windows サーバで、 ［スタート ］ > ［設定］ >
［コン ト ロールパネル］ の ［アプ リ ケーシ ョ ンの追加と削除］ の順に選択します。

2 リ ス トから eDirectory、ConsoleOne、または SLP のディ レク ト リエージェン ト を選択
し、 ［追加と削除］ をク リ ッ ク します。

3 選択したアプリ ケーシ ョ ンの削除を確認する メ ッセージが表示されたら、［はい］ を
ク リ ッ ク します。

インス トールウ ィザードによって、該当するプログラムがサーバから削除されます。

アップグレードバージョンの eDirectory のアンインストール

NDS eDirectory または NDS eDirectory 8.5 からアップグレード した eDirectory 8.7.3 をアン
インス トールする場合、 次のエラーが発生するこ とがあ り ます。

Incompatible JClient/DClient Package 
JClient Revision 1.0.19 
DClient Revision 1.1.1095 

このエラーは、 以前の eDirectory が Novell eDirectory 8.7.3 の CD の \nt\i386\ndsonnt\ni\lib
ディ レク ト リにある eDirectory 8.7.3 ファ イルの日付よ り後にインス トールされた場合の
みに発生します。 以前のインス トールがこの日付よ り前に行われた場合は、 このエラー
は発生しません。

この問題を解決するには、eDirectory 8.7.3 をアンインス トールする前に、Novell eDirectory
8.7.3 の CD の \nt\i386\ndsonnt\ni\lib ディ レク ト リから、 Windows サーバの \program files\
common files\novell\ni\lib ディ レク ト リに、 .jar ファ イルをコピーします。

NICI のアンインストール

1 eDirectory がインス トールされている Windows サーバで、 ［スタート ］ > ［設定］ >
［コン ト ロールパネル］ の ［アプ リ ケーシ ョ ンの追加と削除］ の順に選択します。

2 リ ス トから NICI を選択して、 ［追加と削除］ をク リ ッ ク します。

3 NICI の削除を確認する メ ッセージが表示されたら、 ［はい］ をク リ ッ ク します。

インス トールウ ィザードによって、 サーバから NICI が削除されます。
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NICI のアンインス トール後に、 NICI をシステムから完全に削除する場合は、
C:\winnt\system32\novell\nici サブディレク ト リ を削除します。 これらを削除するには、 い
くつかのファイルおよびディレク ト リの所有権を持っている必要がある場合があり ます。

警告: NICIサブディレクトリの削除後は、以前にNICIで暗号かされたすべてのデータまたは情報が失われます。

Linux、Solaris、AIX、または HP-UX での eDirectory のアンインス
トール

nds-uninstall ユーティ リ ティ を使用して、 Linux、 Solaris、 AIX、 または HP-UX システム
から eDirectory コンポーネン ト をアンインス トールします。 このユーティ リ ティはロー
カルホス トから eDirectory をアンインス トールします。 
重要 : eDirectory を削除すると、ロールフォワードログディレクトリおよびそれに含まれるすべてのログも
削除されます。このサーバの eDirectory の復元にログを使用する予定がある場合は、eDirectory を削除する

前にロールフォワードログを別の場所にコピーする必要があります。ロールフォワードログの詳細について
は、『Novell eDirectory 8.7.3 管理ガイド』の「ロールフォワードログを使用する」を参照してください。

1 nds-uninstall コマンドを実行します。

 インス トールされているコンポーネン トが リ ス ト表示されます。

2 アンインス トールするコンポーネン ト を選択します。

次の構文を使用します。

nds-uninstall -c component1 [[-c component2]...][-h]

コマン ド ラ インに必要なパラ メータを入力していない場合、 nds-install ユーティ リ
テ ィによって、 パラ メータを要求するプロンプ トが表示されます。

注 : nds-uninstall の実行を試みる前に、eDirectory がインストールされているコンピュータのサーバの設定が

解除されていることを確認してください。

たとえば、Novell eDirectory Server パッケージをアンインス トールするには、次のコマン
ドを入力します。

nds-uninstall -c server

パラメータ 説明

-h ヘルプを表示します。

-c アンインストールするコンポーネントを指定します。-c オプション

を複数指定すると、複数のコンポーネントをアンインストールでき
ます。
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A Linux、Solaris、AIX、および HP-UX 用 Novell 
eDirectory パッケージ 

Novell® eDirectoryTM には、 Linux、 Solaris、 AIX、 および HP-UX パッケージシステムが付
属しています。 これらのパッケージシステムは、 さまざまな eDirectory コンポーネン ト
のインス トールとアンインス トールを簡易化するツールセッ ト です。 パッケージには、
特定の eDirectory コンポーネン トの構築に必要な条件を示した Makefile が含まれていま
す。 また、 それぞれの OS に対応してインス トールされる標準の Linux、 Solaris、 AIX ま
たは HP-UX ツールを使用する環境設定ファイル、 ユーティ リ ティ、 ラ イブラ リ、 デー
モン、 およびマニュアルページも含まれています。

次の表では、 Novell eDirectory に付属する Linux、 Solaris、 AIX および HP-UX パッケー
ジについて説明しています。

パッケージ 説明

NOVLice Novell インポート / エクスポート変換ユーティリティが含まれ、

NOVLlmgnt、NOVLxis および NLDAPbase に依存します。 

NDSbase ディレクトリユーザエージェントを表します。このパッケージは NICI
パッケージに依存しています。

NDSbase パッケージには、次のものが含まれています。

eDirectory に必要な RSA 認証を格納する認証ツールボックス

プラットフォーム独立システム抽象ライブラリ、すべての定義済み

ディレクトリユーザエージェント機能を格納するライブラリ、およ
びスキーマ拡張ライブラリ

統合設定ユーティリティおよびディレクトリユーザエージェントテ

ストユーティリティ

eDirectory 環境設定ファイルおよびマニュアルページ

NDScommon eDirectory 環境設定ファイルのマニュアルページと、インストールおよ

びアンインストールユーティリティが含まれています。このパッケー
ジは NDSbase パッケージに依存しています。

NDSmasv 必須アクセスコントロールサービス (MASV) に必要なライブラリが含

まれています。 
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NDSserv eDirectory サーバが必要とするすべてのバイナリとライブラリが含ま

れています。また、システム上の eDirectory サーバを管理するユーティ

リティも含まれています。このパッケージは、NDSbase、NDScommon、
NDSmasv、NLDAPsdk、NOVLpkia および NOVLpkit パッケージに依

存しています。

NDSserv パッケージには、次のものが含まれています。

NDS インストールライブラリ、FLAIM ライブラリ、トレースライブ

ラリ、NDS ライブラリ、LDAP サーバライブラリ、LDAP インス

トールライブラリ、インデックスエディタライブラリ、DNS ライブ

ラリ、マージライブラリ、およびLDAP SDK用LDAP拡張ライブラリ

eDirectory サーバデーモン

DNS 用バイナリ、および LDAP のロード / アンロード用バイナリ

MAC アドレスの作成に必要なユーティリティ、サーバの追跡および

サーバの一部のグローバル変数の変更用ユーティリティ、eDirectory
のバックアップと復元用ユーティリティ、および eDirectory ツリー

のマージユーティリティ

DNS、NDSD、および NLDAP の起動スクリプト

マニュアルページ

NDSimon eDirectory サービスからのデータの検索および取得に使用される、ラン

タイムライブラリおよびユーティリティが含まれています。このパッ
ケージは NDSbase パッケージに依存しています。

NDSrepair eDirectory データベースの問題を修正する、ランタイムライブラリおよ

びユーティリティが含まれています。このパッケージは NDSbase パッ

ケージに依存しています。

NDSslp NDSslp パッケージには、次のものが含まれています。

SLP にアクセスするための SLPユーザエージェント / サービスエー

ジェントデーモンと SLP ライブラリ

SLP デーモンが使用する転送ライブラリ、ユーティリティライブラ

リ、および設定ライブラリ

SLPデーモンおよびAPIライブラリが使用するUnicode*ライブラリ

注 : このパッケージは HP-UX では使用できません。

NLDAPbase LDAP ライブラリ、LDAP ライブラリの拡張、および次の LDAP ツール

が含まれています。

ldapdelete

ldapmodify

ldapmodrdn

ldapsearch

このパッケージは NLDAPsdk パッケージに依存しています。

NDS パッケージセット ConsoleOne スナップインのセットが含まれています。

注 : このパッケージは HP-UX では使用できません。

パッケージ 説明
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NOVLC1 ConsoleOne 管理ユーティリティ用 Linux および Solaris パッケージが

含まれています。

注 : このパッケージは HP-UX では使用できません。

C1JRE LinuxまたはSolarisシステムでのConsoleOneの実行に必要な Javaラ

ンタイムファイルおよびライブラリが含まれています。

注 : このパッケージは HP-UX では使用できません。

NOVLnmas NMAS サーバが必要とする、すべての NMAS ライブラリと nmasinst バ
イナリが含まれています。このパッケージはNICIおよびNDSmasvパッ

ケージに依存しています。

NLDAPsdk LDAP ランタイムの Novell 拡張およびセキュリティライブラリ ( クラ

イアント NICI) が含まれています。 

NOVLsubag eDirectory SNMP サブエージェント用のランタイムライブラリおよび

ユーティリティが含まれています。このパッケージは NICI、NDSbase、
および NLDAPbase パッケージに依存しています。

NOVLpkit eDirectory を必要としない PKI サービスを提供します。このパッケー

ジは NICI および NLDAPsdk パッケージに依存しています。

NOVLpkis PKI サーバサービスを提供します。このパッケージは NICI、NDSbase、
および NLDAPsdk パッケージに依存しています。

NOVLsnmp SNMP用のランタイムライブラリおよびユーティリティです。このパッ

ケージは NICI パッケージに依存しています。

NDSdexvnt Novell eDirectory から他のデータベースに生成されたイベントを管理

するライブラリが含まれています。 

注 : このパッケージは HP-UX では使用できません。

NOVLpkia PKI サービスを提供します。このパッケージは NICI、NDSbase、およ

び NLDAPsdk パッケージに依存しています。

NOVLembox eMBox インフラストラクチャおよび eMTool を提供します。

NOVLlmgnt Novell Language Management 用のランタイムライブラリが含まれて

います。 

NOVLstlog Novell ステータスロガーが含まれています。

NOVLxis Novell XIS 用のランタイムライブラリが含まれています。

NOVLsas Novell SAS ライブラリが含まれています。

注 : このパッケージは HP-UX では使用できません。

NOVLntls Novell TLS ライブラリが含まれています。

このパッケージは次のように識別されます。

NOVLntls on Solaris、AIX、および HP-UX

ntls on Linux

パッケージ 説明
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B OpenSLP for eDirectory の設定

この付録では、 ネッ ト ワーク管理者に向けて、 Novell ClientTM を使用しない OpenSLP for
Novell® eDirectoryTM インス トールの適切な設定についての情報を提供します。

77 ページの 「Service Location Protocol」

77 ページの 「SLP の基本」

80 ページの 「環境設定パラ メータ」

Service Location Protocol
OpenSLP は、IETF Service Location Protocol バージ ョ ン 2.0 標準のオープンソースの実装で
す。 IETF Service Location Protocol バージ ョ ン 2.0 標準については、 IETF Request-For-
Comments (RFC) 2608 (http://www.ietf.org/rfc/rfc2608.txt?number=2608) を参照してください。

OpenSLP ソースコードが提供するインタフェースでは、 SLP v2 プロ ト コルの実装のほ
かに、プログラムで SLP 機能にアクセスする別の IETF 標準の実装があ り ます。詳細は、
RFC 2614 (http://www.ietf.org/rfc/rfc2614.txt?number=2614) を参照して ください。

SLP の動作の詳細を理解するためには、 この 2 つのドキュ メン ト を参照し、 熟読して く
ださい。読みやすい文書ではあ り ませんが、 インターネッ トでの SLP の正しい設定を行
うためには重要なドキュ メン トです。

OpenSLP プロジェク トの詳細については、OpenSLP (http://www.OpenSLP.org) Web site and
the SourceForge (http://sourceforge.net/projects/openslp) の Web サイ ト を参照して ください。
OpenSLP の Web サイ トには、 環境設定に関する貴重なヒン ト を含んださまざまな文書
があ り ます。 ただし、 このガイ ドの作成時点では、 これらのドキュ メン トの多くは未完
成です。

SLP の基本

Service Location Protocol では、 次の 3 種類のコンポーネン トが定義されています。

ユーザエージェン ト (UA)

サービスエージェン ト (SA)

ディ レク ト リエージェン ト (DA)

ユーザエージェン トは、 ク ラ イアン トがサービスを問い合わせたり、 サービスがそれ自
体をアドバタイズするためのプログラムインタフェースを提供します。ユーザエージェ
ン トはディ レク ト リエージェン トに接続し、指定したスコープ内の指定したサービスク
ラスに登録されたサービスを問い合わせます。

サービスエージェン トは、 SLP で登録されたローカルサービスを持続的に格納し、 維持
する場所を提供します。 サービスエージェン トは主と して、 登録済みのローカルサービ
スを メモ リ内データベース と して維持します。 この場合、 サービスはローカル SA がな
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い限り SLP で登録できません。ク ラ イアン トがサービスを検出するのは UA ラ イブラ リ
内のみですが、 登録するには SA が必要です。 これは主に、 ディ レク ト リエージェン ト
を リ ッ スンして登録を維持するためには、 登録済みサービスの存在を SA が定期的に表
明する必要があるためです。

ディ レ ク ト リ エージェン トは、 ア ドバタ イズされたサービスに対して長期間持続的に
キャッシュを提供し、ユーザエージェン トがサービスを検索するためのアクセスポイン
ト とな り ます。 キャ ッシュ機能を提供する DA は、 SA が新しいサービスをアドバタイ
ズするのを リ ッスンし、 これらの通知をキャ ッシュします。 DA のキャ ッシュは短時間
で完了します。 ディ レク ト リエージェン トは、 期限切れのアルゴ リ ズムを使用してエン
ト リ キャ ッシュを有効期限切れにします。 ディ レク ト リエージェン トが起動する と、 持
続的な格納領域 ( 通常はハード ド ラ イブ ) からキャ ッシュを読み込み、 アルゴ リ ズムに
従ってエン ト リ を有効期限切れにします。 新しい DA が起動した り、 キャ ッシュが削除
される と、 DA はこの条件を検出して リ ッスン中のすべての SA に特別な通知を送信し
ます。SA は、DA が直ちにキャ ッシュを作成できるよ うにローカルデータベースをダン
プします。

ディ レク ト リエージェン トが存在しない場合、 UA は SA が応答できる一般的なマルチ
キャス ト方式のクエ リ を使用し、 DA がキャ ッシュを作成するのとほぼ同じ方法で、 要
求されたサービスのリ ス ト を作成します。 このクエ リによって返されるサービスのリ ス
トは、 DA が提供する リ ス ト と比較する と不完全かつ局所的です。 特に、 多くのネッ ト
ワーク管理者が使用するマルチキャス ト方式でのフ ィルタ処理では、ブロードキャス ト
およびマルチキャス トの対象がローカルサブネッ トのみに制限されるためです。

つま り、 指定されたスコープに対してユーザエージェン ト が検索する ものは、 すべて
ディ レク ト リエージェン トに依存します。

Novell Service Location Providers

Novell のバージ ョ ンの SLP では、 強力なサービスアドバータイズ環境を提供するため、
SLP 標準が一部変更されます。 しかし、 このために一部の拡張性を犠牲にしています。

たとえば、 サービスアドバータイズのフレームワークの拡張性を改善するために、 サブ
ネッ ト上でのブロードキャス ト またはマルチキャス ト のパケッ ト数が制限されます。
SLP の仕様では、 これを管理するために、 ディ レク ト リエージェン トのクエ リに関して
サービスエージェン トおよびユーザエージェン トに制限を加えています。必要なスコー
プに対応するための最初に検出されたディ レク ト リエージェン トは、サービスエージェ
ン ト ( つま り結果的にローカルユーザエージェン ト ) がそのスコープ上の将来の要求す
べてに使用するエージェン ト とな り ます。

Novell SLP を実装する と、 クエ リ情報の検索について既知のディ レク ト リエージェン ト
をすべてスキャンします。スキャンの所要時間は 300 ミ リ秒とかなり長く、したがって、
約 3 ～ 5 秒以内で 10 台のサーバしかスキャンできません。 SLP がネッ ト ワーク上で正
し く設定されている場合にはこのよ う な検索の必要はあ り ません。 OpenSLP では、ネッ
ト ワークが実際に SLP ト ラフ ィ ッ ク用に設定されている と見なされます。 OpenSLP の
応答タイムアウ ト値は Novell の SLP サービスプロバイダの応答タイムアウ ト値よ り も
大きい値です。 ディ レク ト リエージェン ト数は、 エージェン トの情報が正確で完全であ
るかど うかに関係なく、 最初に応答するディ レク ト リエージェン トに制限されます。
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ユーザエージェント

ユーザエージェン トの物理形式は、 アプ リ ケーシ ョ ンに リ ンク されたスタティ ッ ク ラ イ
ブラ リ またはダイナ ミ ッ ク ラ イブラ リ です。 ユーザエージェン ト によ り、 アプ リ ケー
シ ョ ンは SLP サービスに対して問い合わせるこ とができます。

ユーザエージェン トは、 アルゴ リ ズムに従って、 クエ リ の送信先になるディ レ ク ト リ
エージェン トのアドレスを取得します。指定したスコープの DA アド レスを取得する と、
ユーザエージェン トはそのスコープから応答がな く なるまで同じアド レスを使用し続
けます。 応答がな くなる と、 ユーザエージェン トはそのスコープに対する別の DA アド
レスを取得します。 ユーザエージェン ト は、 指定されたスコープのディ レ ク ト リ エー
ジェン トのアドレスを次の方法で検索します。

1. 現在の要求上のソケッ トハンドルが、 指定したスコープの DA に接続されているか
ど うかをチェ ッ クする (要求がマルチパート要求の場合は、要求に対してキャ ッシュ
された接続がすでに存在している可能性があ り ます )。

2. 指定したスコープと一致している DA の、 既知のローカル DA キャ ッシュをチェ ッ
クする。

3. 指定したスコープでローカル SA に対して DA を確認する （その後キャ ッシュに新
しいアドレスを追加します）。

4. 指定したスコープに一致する DA のネッ ト ワーク設定済みのアドレスを DHCP に問
い合わせる ( その後キャ ッシュに新しいアドレスを追加します )。

5. 既知のポートで DA の検出要求をマルチキャス トする ( その後キャ ッシュに新しい
アドレスを追加します )。

スコープを指定しない場合、 指定スコープは 「デフォル ト 」 にな り ます。 つま り、 SLP
設定ファ イルで静的に定義されたスコープがな く、 クエ リでスコープを指定していない
場合は、 使用されるスコープは 「デフォル ト 」 とい う単語にな り ます。 また、 eDirectory
の登録では eDirectory はス コープを指定しないこ と に注意して く ださい。 つま り、
eDirectory で使用されるスコープは常に 「デフォル ト 」 とい うわけではあ り ません。 ス
コープが静的に設定されている場合、 そのスコープがすべてのローカル UA 要求および
SA 登録に対して、 指定したスコープがない場合のデフォル トのスコープにな り ます。

サービスエージェント

サービスエージェン トの物理形式は、 ホス ト マシン上での個別のプロセスです。 Win32
の場合は、slpd.exe がローカルマシン上のサービス と して実行されます。ユーザエージェ
ン トは、 既知のポート上のループバッ クア ド レスにメ ッセージを送信する こ とによっ
て、 ローカルサービスエージェン ト を問い合わせます。

サービスエージェン トは、潜在 DA アドレスに DA 検出要求を直接送信するこ とによ り、
デ ィ レ ク ト リ エージェ ン ト およびそれがサポー ト する ス コープ リ ス ト を検出して
キャッシュします。 DA 検出要求は、 次の方法で送信されます。

1. 静的に設定されたDAアドレスをすべてチェッ クする (その後SAの既知のDAキャ ッ
シュに新しい DA アドレスを追加します )。

2. DHCP から DA と スコープの リ ス ト を要求する ( その後 SA の既知の DA キャ ッシュ
に新しいリ ス ト を追加します )。

3. 既知のポートで DA の検出要求をマルチキャス トする ( その後 SA の既知の ＤＡ
キャ ッシュに新しいポート を追加します )。
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4. DA によって定期的にブロードキャス ト された DA のアドバータイズパケッ ト を受
信する ( その後 SA の既知の ＤＡ キャ ッシュに新しいアドバータイズパケッ ト を追
加します )。

ユーザエージェント は常に最初にローカルサービスエージェント に対して問い合わせ
ます。 ローカルサービスエージェント の応答によってユーザエージェント が次の検出
段階を続行するかどう かが決定さ れるため、 こ のこ と は重要な点です (DHCP のこ の
ケースについては、 79 ページの 「ユーザエージェン ト 」 の手順 3 および 4 を参照して
く ださ い )。 

環境設定パラメータ

%systemroot%/slp.conf ファ イル内の各環境設定パラ メータも、次のよ うにして ＤＡ の検
出を制御します。

net.slp.useScopes = <comma delimited scope list>
net.slp.DAAddresses = <comma delimited address list>
net.slp.passiveDADetection = <“true” or “false”>
net.slp.activeDADetection = <“true” or “false”>
net.slp.DAActiveDiscoveryInterval = <0, 1, or a number of seconds>

useScopes オプシ ョ ンは、 SA のアドバタイズ先のスコープ、 および、 サービスまたはク
ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンで作成された登録またはクエ リに指定したスコープが存
在しない場合に、 クエ リが作成されるスコープを示します。 eDirectory は常にデフォル
トのスコープにアドバタイズし、 問い合わせを行うため、 この リ ス トが eDirectory の登
録およびクエ リのデフォル トのスコープのリ ス トにな り ます。

DAAddresses はコンマで区切られた IP アドレスのリ ス トで、 アドレスは 10 進数と ド ッ
トで表記されます。 このアドレスが他のすべてに対して優先されます。 設定された DA
のこのリ ス トが登録またはクエ リのスコープをサポート しない場合、検出を無効にして
いない限りは、 SA および UA はマルチキャス ト方式で DA を検出します。

passiveDADetection オプシ ョ ンのデフォル トは 「TRUE」 です。ディ レク ト リエージェン
トは、設定に応じて定期的にそれ自体の存在をサブネッ トの既知のポート上にブロード
キャス ト します。 これらのパケッ トは DAAdvert パケッ ト と名付けられます。 このオプ
シ ョ ンに 「FALSE」 を設定した場合、ブロードキャス ト方式のすべての DAAdvert パケッ
トは SA に無視されます。

activeDADetection オプシ ョ ンのデフォル ト も 「TRUE」 です。 この設定によ り、 SA はす
べての DA に対して、指示された DAAdvert パケッ トで応答するよ うに、定期的にブロー
ドキャス ト方式で要求できます。指示されたパケッ トはブロードキャス ト ではあ り ませ
んが、 この要求に対する応答では SA に直接送信されます。 このオプシ ョ ンに 「FALSE」
を設定した場合、 SA は定期的な DA の検出要求をブロードキャス ト しません。

DAActiveDiscoveryInterval オプシ ョ ンは try-state パラ メータです。 デフォル ト値は 1 で
す。 これは、 初期化の際に、 SA が DA の検出要求を 1 回送る設定である こ とを意味す
る特別な値です。 このオプシ ョ ンに 0 を設定する と、 activeDADetection オプシ ョ ンに
「FALSE」 を設定した場合と結果は同じです。 その他の値は、 検出をブロードキャス ト
する間隔を秒数で表します。

このオプシ ョ ンを正し く使用する と、サービスアドバータイズに使用するネッ ト ワーク
帯域幅を適切に設定できます。 ただし、 デフォルト設定は平均的なネッ ト ワークで拡張
性を最適化するよ うに設計されています。
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